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第31号住居跡

1 こげ茶色土 B軽石混じり焼土、炭化物を多試に含み、

B軽石を少武含む粘性あり

2 こげ茶色土 焼土粒子、炭化物を多且に含み、 B軽石を

微位含む

3 淡黄褐色土粘性あり（貼り床）

4 褐色土 焼土、炭化物を少凪含む遺物を多乱に含む

5 暗黒色土 暗椙色土を少洪含む炭化物屈

G 赤掲色土 焼土プロック主体粘性あり（天井部崩落土）

7 黒色土炭化物屈

8 黒褐色土 焼土、炭化物を多巌に含む
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第80図 第31号住居跡出土遺物 （1)
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3は杯AVI:、他は坑BVである。18から20は、椀であ

る。 2• 5は底部、 18は口縁部が欠損している。

18は須恵器（S)、他は須恵器（NS)である。 21

から38• 40は、高台付椀である。 24• 27から29• 31 • 

32・36・38は、須恵器 (NS)であり、他は、須恵器

(HS)である。 36は、底部外面に墨書 「床」がみら

れる。 39は、灰釉陶器の高台付椀である。 41は、灰釉

陶器の長頸壷の底部である。 42は、緑釉陶器の陰刻花

文高台付椀の底部である。 43は、中国産の青磁で、六

角合子の蓋である。 44は、中国産の白磁で、高台付椀

の破片である。 21• 31 • 32 • 34から40は口縁部、 23• 

28は底部が欠損している。 25は、外面体部から高台に

第53表第31号住居跡出土遺物観察表 （1)

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎

1 坪 A V H 12.0 4.0 6.0 E, F 

2 坪 A VI H 12.8 4.1 6.7 B,E,H 

3 坪 A VI H 13.7 4.0 6.1 F,H 

4 坪 B V H 13.4 3.6 6.5 F,H 

5 坪 B V H 11.7 3.8 6.3 B,F,H 

6 坪 B V H 12.1 4.2 5.7 A, B, E, F 

7 坪 B V H 12.7 3.7 6.0 B,E 

8 坪 B V H 129 3.5 5.4 B, E, I ， 坪 B V H 12.3 3.4 6.2 B,D,E 

10 坪 B V H 11.4 3.7 4.4 B,E,F 

11 坪 B V H 11.0 4.0 5.6 B,E.H 

12 坪 B V H 115 4.2 5.3 B,E,H 

13 坪 B V H 11.4 3.6 5.5 B,E.H 

14 坪 B V H 12.1 4.0 5.3 B,D,E,H 

15 坪 B V H 122 3.8 5.4 C,F.H 

16 杯 B V H 122 B.E.H 

17 坪 B V H 12.4 3.4 57 B,E,H 

18 椀 s 6.0 B,E 

19 椀 NS 11.7 3.6 60 B,H 

20 椀 NS 120 37 5.0 B.D,H 

21 高台付椀 s 59 B 

22 高台付椀 HS 12.0 4.3 6.4 B, E, I 

23 高台付椀 HS 13.6 4.6 7.3 C,E,H 

24 高台付椀 NS 13.2 4.8 60 E 

25 高台付椀 HS 13.0 52 52 B, E, I 

26 高 台付椀 HS 13.5 59 5.7 B, E, I 

27 高台付椀 NS 12.8 5.5 61 B,E,H 

28 高台付椀 NS 13.1 5.6 5.9 B,E,F 

29 高 台付椀 NS 13.4 55 5.9 B, I 

30 高台付椀 HS 13.4 5.8 5.0 B, E, I 

31 高台付椀 NS 6.1 B, E, I 

32 高 台付椀 NS 5.5 B,E,H,K 

土

かけて黒色の付着物が確認できる。油煙の痕跡と考え

られる。

45から49は、士師器の甕である。 50から53は、士師

器の台付甕である。 54• 55は、士師器の羽釜である。

56 • 57は、須恵器の大甕の口縁部である。 56は須恵器

(NS)、57は須恵器（S)である。 58は、灰釉陶器

の長頸壷である。 59は、須恵器（NS)の把手である。

46は底部、 45• 49 ・は胴部下位以下、 47• 48 • 51は胴

部中位以下、 54は胴部上位以下、 58は頸部が欠損して

いる。 52・53・55は、底部のみである。

60から72• 74は、土錘である。 73から75は、鉄製品

である。 73は釘の破片、 75は棒状鉄製品である。

焼成 轄輯 色 調 残存 出土位置その他

良 好 黄 橙 50 

不 良 黄 橙 40 

良 好 赤 褐 20 

普 通 赤 橙 50 

普 通
やや暗い

20 
赤 褐

普 通 赤 褐 70 カマド

良 好 赤 褐 90 

普 通 淡 橙 30 

普 通 淡黄橙 90 

不 良 暗黄褐 30 

良 好 淡 橙 50 

不 良 黄 橙 20 

普 通 淡 橙 60 

普 通 暗 橙 90 

不 良 暗黄橙 40 

不 良 暗 橙 30 

普 通 黄 橙 80 

良 好 R 灰 100 底部のみ

良 好 R 灰 白 30 

良 好 R 灰 褐 100 

良 好 R 灰 白 100 底部のみ

普 通 R 浅黄橙 75 

普 通 R 浅黄橙 40 

普 通 R 黄 灰 60 

良 好 R にぶい橙 40 

普 通 L にぶい橙 30 

良 好 L 灰 白 25 

良 好 L 灰 20 

普 通 R 灰 黄 50 

普 通 R 灰 黄 40 カマド

普 通 L 灰 白 40 

良 好 R 灰 褐 100 
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第81図 第31号住居跡出土遺物 (2)
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第54表第31号住居跡出士遺物観察表（2)

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土

33 高台付 椀 HS B, E, I 

34 高台付椀 HS 4.9 B, E, I 

35 高台付椀 HS 5.3 B, E, I 

36 高台 付椀 NS 6.1 B,D,H 

37 高台 付椀 HS 5.8 B, E, I 

38 高台付椀 NS 5.1 B. E. I 

39 高台 付椀 K 7.1 D 

40 高台 付椀 HS 6.9 I 

41 高台付椀 K 7.4 D 

42 高台付椀 M 87 

43 六角合子蓋 青磁 9.8 D 

44 高台 付椀 白磁

45 甕 B Ill b H 198 B, E. I 

46 甕 B 皿 a H 198 B,C,E,G 

47 甕 A I C H 18.4 B,E 

48 甕 A I C H 18.9 B, E. I 

49 甍 A 皿 c H 187 

50 台 付甕 H 13.2 A, B, E, I 

51 台付甕 H 12.6 B, E, G, I 

52 台付甕 H 96 B, C, E, I 

53 台付甕 H 96 C, E, I 

54 羽AII aロ HS 20.2 2.9 B,D,E,H 

55 羽底部 HS 5.8 A, B, E, H 

56 我ゃ［ NS 25.6 A,B 

57 甕 s B,G 

58 長頸壷 K 14.8 D 

59 把 手 NS B,D 

以上、 出土遺物・遺構の重複関係等から第31号竪穴

式住居跡を中堀V[期に位置付けたい。

第55表第31号住居跡出土士錘観察表

番号 色 調 残存率 長さ 径 穴径 重さ(g)

60 橙 100 5.0 2.4 1.1 25.4 

61 にぶい黄橙 70 1.9 0.6 11.8 

62 褐 灰 90 1.8 0.6 11.6 

63 にぶい橙 100 5.3 1.8 04 13.6 

64 褐 灰 100 4.7 1.7 0.5 12.3 

65 にぶい橙 80 1.5 05 8.0 

66 にぶい黄橙 70 1.6 05 87 

67 浅 黄 橙 70 1.4 03 7.1 

68 浅 黄 橙 80 1.4 0.4 8.1 

69 褐 灰 20 1.5 0.4 3.2 

70 褐 灰 90 LO 03 3.3 

71 浅 黄 橙 80 3.7 1.0 0. 2 2,7 

72 にぶい橙 LO 0.3 2.4 

焼成 輛轄 色 調 残存 出土位置その他

普 通 L にぶい橙 20 カマド

良 好 R にぶい橙 20 

普 通 R にぶい黄橙 20 

良 好 R 灰 白 100 底部。墨書「床」

普 通 R にぶい黄橙 20 

良 好 R 灰 白 20 

良 好 濃 灰 50 

良 好 R 灰 白 40 

良 好 淡 灰 10 

良 好 淡黄緑 20 陰刻花文

良 好 I‘I曲政． 緑 30 

良 好 白 5 

良 好 明赤褐 25 

良 好 明赤褐 80 

良 好 暗赤褐 50 

良 好 暗 褐 40 カマド

良 好 暗 褐 50 カマド

良 好 明赤褐 80 カマド

良 好 暗 褐 40 

良 好 明赤褐 40 

良 好 明赤 褐 40 

良 好 淡 橙 20 

良 好 淡 橙 25 

良 好 白 20 

良 好 灰 10 

良 好 濃緑灰 10 

良 好 淡 灰 5 

第32号住居跡（第82図 •第83図 ）

D-6・7、E-7グリッドで確認した。周辺は、

遺構が密集していたが、覆土の上面に多量の焼土がみ

られたため、 比較的容易に確認できた。

型式 欠損分類 写真番号 出土位置その他

AI I a 4 

C 1 I a 113 

C 1 I b 114 

C 1 I a 115 

C 1 I a 116 

C 1 II b 117 

C 1 I a 118 

C 1 II a 119 

C 1 I b 120 

C 1 Na 121 

C 2 I b 383 

C 2 I b 384 

C 2 皿b 385 
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住居跡の北東部は調査区外のため、全容は不明であ

った。住居跡の形状は、長方形であったと考えられる。

規模は、長辺4.lm・短辺2.98m・深さO.SOmであった。

主軸方位は、 N-84°-Eであった。

カマドは、東壁やや南寄りに検出した。焚き口部の

両端に、補強材の石の抜取り痕跡を検出した。燃焼部

第82図 第32号住居跡
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には、掘り込みがみられなかった。燃焼部から煙道部

にかけては、緩やかに傾斜し、段をもって細長い煙道

部に移行していた。

遺構の切り合いは、みられなかった。

遺物は、住居跡の南東隅から須恵器の高台付椀 (4.

10)が出土した。
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第32号住居跡

1 耕作土

2 暗褐色土焼土、炭化物を多

泣に含み、B軽石を少祉含む

粘性あり

3 暗褐色土焼土、炭化物を多

益に含む

4 淡黄褐色土焼土粒子を少且

含む粘性あり

5 赤褐色士焼土プロック主体

6 茶褐色土 炭化物多且に含む

1 • 2は、土師器の杯AV[であ

る。 3は、須恵器 (HS)の椀で

ある。 4から11は、高台付椀であ

る。 6・9・ 10・11は須恵器(NS)、

ほかは須恵器（HS)である。 6

は底部と高台、 8は口縁部と底部、

9は口縁部、 11は口縁部と高台が

欠損している。

12は、黒色土器の高台付椀であ

る。 13から15は、灰釉陶器である。

13は高台付椀、 14は皿、 15は段皿で

ある。 12は口縁部、 13• 14は口縁部

と底部、 15は底部が欠損している。

16 • 17は、土師器の甕である。 18

は、須恵器（NS)羽釜である。

16は、 口縁部のみである。 17は、 胴

部上位以下が欠損している。

以上、出土遺物から第32号竪穴

式住居跡を中堀V[期に位置付けた

し‘o

0 50cm 
1 | 

第33号住居跡 （第84図 • 第85図 ・

第86図）

E-7グリッドで確認した。当

初、第35号住居跡のカマドと考え

調査を行った。しかし第35号住居

跡の東壁に切られた住居跡である

ことが判明し、 1軒の住居跡とし

調査した。遺構の重複が激しく、

カマド燃焼部の一部と煙道部のみ

を検出した。残存部の深さは0.30m
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第83図 第32号住居跡出土遺物
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第56表第32号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 輛櫨 色 調 残存 出士位置その他

1 坪 A VI H 11.9 37 48 B,D,E 普 通 暗 褐 60 

2 坪 A VI H 124 4.1 55 B,H 淡黄褐 貯蔵穴

3 椀 HS 13.1 38 5.2 B,C,E,K 良 好 淡 橙 60 

4 高台付椀 HS 13.1 4.7 5.8 B,E,G,H 良 好 淡 橙 80 

5 高台 付 椀 HS 142 4.3 63 B,E,H 良 好
外一灰褐。

25 
内一灰白

6 高台付椀 NS 12.9 B, E, I 普 通 灰 白 20 

7 高 台付椀 HS 14.0 5.5 6.1 B,D,E 良 好 明 褐 40 カマド

8 高台付椀 HS 6.5 B,E,H 良 好 淡赤褐 25 貯穴

， 高台付椀 NS 6.0 B, E,I 普 通 灰 白 20 

10 高台付椀 NS 140 67 61 B, E,I 良 好 60 貯穴

11 高台 付 椀 NS E, I 普 通 灰 白 10 

12 高台付椀 黒色 5.9 F,H 良 好 黒 褐 30 

13 高台付椀 K 5.8 B 良 好 淡灰 白 30 カマド

14 高 台付皿 K 8.3 B 良 好 暗灰褐 10 

15 段 皿 K 193 B,D 良 好 淡灰 白 10 

16 甕 A H 180 B,E,H 良 好 淡 橙 20 

17 甕 A H 13.8 C, E,H, I 良 好 明 赤褐 15 

18 羽 B I HS 20.3 2.2 B,C,D,G 明 赤褐 70 カマド
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第84図 第33• 34号住居跡・出士遺物 （1)
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2 暗掲色土 焼土粒子を微磁含む
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第33号住居跡

1 暗黒褐色士焼土を多位に含む粘性あり

2 II音褐色土 焼土、炭化物を多且に含む粘性あり（下面

から漆紙出土）
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第85図第33号住居跡出土遺物（ 2)

O 2cm 
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であった。

王軸方位は、 N-89°-Eであった。

カマドは、東壁で検出され、燃焼部

から段をもって細長い煙道部に移行して

し、た。

カマドの燃焼部の底面に接して、漆紙

文書が出土した。釈文等については、別

に詳述する。

遺構の重複関係は、第34• 35号住居跡

より古かった。

以上、出土遺物 ・遺構の重複関係等か

ら第33号竪穴式住居跡を中堀皿期に位置

付けたい。

第34号住居跡（第84図•第85図）

E-7グリッドで確認した。遺構の重

複が激しく、確認に手間取った。

第35号住居跡に大半を切られ、全容は

明確にできなかったが、住居跡の形状は

長方形であろう。規模は、短辺3.52m• 

深さ0.18mであった。

主軸方位は、 N-108°-Eであった。

カマドは、東壁で検出した。袖部は、

検出できなかった。不整楕円形に燃焼部

は、浅く掘り込まれ、燃焼部から煙道部

へ大きく段をもって移行していた。

遺構の切り合い関係は、第35号住居跡

より古く、第33号住居跡より新しかった。

lは、土師器の坑AV[、 2は、杯AN

である。 3は、須恵器 (NS)の罫であ

る。 4から 9は、高台付椀である。 9は

須恵器 (NS)、他は須恵器 (HS)であ

る。 10は、須恵器（S)の皿である。 11

は、灰釉陶器の高台付椀である。 3• 9 

は、底部のみである。 5• 10は底部、 6

は口縁部、 7• 8 • 11は口縁部と底部が

欠損している。



第86図 第33• 34号住居跡出土遺物（ 2)
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12は、土師器の台付き甕である。 13から15は、土錘

である。 12は、台部のみである。

以上、出土遺物・遺構の重複関係等から第34号竪穴

式住居跡を中堀皿期に位置付けたい。

第57表第34号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎

1 杯 （暗文） H 12.8 3.9 9.4 B,E 

2 坪 （暗文） H B,E,H 

3 杯（暗文） H B,E,H 

4 坪 （暗 文 ） H B.H 

5 坪 A II H 11.7 32 8.0 B,D,E 

6 坪 A II H 11.9 3.0 8.3 B,E,H 

7 椀 NS 4.8 B. E. I 

8 高台付椀 HS 14.7 6.9 73 B,E ， 高台付椀 HS 139 5.8 63 B, E, I 

10 高台付 椀 HS 7.5 B, E, I 

11 高台 付椀 HS 7.2 B, E, I 

12 高 台付椀 HS 7.2 B, E, I 

13 高台付椀 NS 7.3 B. E. I 

14 高台付椀 K 7.5 D 

15 台付甕脚 H 57 B, E, I 

16 須 恵皿 s 6.8 B, I 

17 台付甕 H llO B,C,E,H 

18 甕 A N a H 232 B.E.H 

第 58表 第 34号住居跡出士土錘観察表

[--- ], i:i1 i ： 

土

! : 20 l 17 

◎ 
魯 ④ 

゜
2cm 

l l 

゜
10cm 

第35号住居跡（第87図 • 第88図•第89図 • 第90

図•第91 図）

E-7グリッドで確認した。周辺には、住居跡や士

壊が密集し、確認に手間取った。しかし、覆土上面の

火山灰をもとに確認した。

住居跡の形状は方形で、規模は長辺5.90m・短辺

焼成 輛櫨 色 調 残存 出上位置その他

良 好 淡黄褐 50 

良 好 黄 褐 10 

普 通 黄 褐 20 

良 好 暗 橙 20 カマド

普 通 黄 橙 100 

普 通 黄 橙 100 

普 通 灰 白 10 

良 好 明 褐 80 

普 通 淡 黄 70 

普 通 浅 黄 60 

良 好 にぶい黄橙 10 

普 通 にぶい黄橙 10 

普 通 灰 白 10 

良 好 灰 20 

普 通 橙 10 

良 好 灰 10 

普 通 暗 茶褐 30 胴上半以上

良 好 やや 暗い橙 20 口縁部のみ

番号 色 調 残存率 長さ 径 穴径 重さ(g) 型式 欠損分類 写真番号 I 出土位置その他

13 橙 100 4.1 1.0 03 2.8 C 2 I a 122 

14 橙 100 3.9 1.0 02 2.8 C 2 I a 391 

橙 100 3.2 0.8 0.2 2.1 C 2 I a 386 
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第87図第35号住居跡
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第88図 第35号住居跡・出土遺物（ 1)
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第59表 第 35号住居跡出土遺物観察表 (1)

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 輯轄 色 調 残存 出土位置その他

1 坪 A II H 12.9 3.3 7.0 B,D,E,H 良 好 青 橙 40 

2 坪 A lI H 11.8 3.6 6.3 B,E,H 不 良 淡 白 橙 80 

3 坪 A II H 11.9 3.5 83 B,E,H 不 良 年衷 橙 70 

4 坪 A 皿 H 12.2 3.0 83 B,E,H 不 良 淡 橙 60 

5 坪 A lI H 11.9 3.3 7.9 B,E 良 好 黄 褐 60 

6 坪 A w H 11.7 3.1 68 B,E,H 不 良 淡 橙 70 

7 坪 A IV H 11.1 3.1 83 B,D,E 普 通 淡 黄褐 90 

8 坪 A H 120 B,E 普 通 橙 30 ， 坪 A IV H 116 3.6 8.1 B,E,F,H 不 良 淡 橙 80 

10 坪 A IV H 118 3.2 80 B,E 普 通 茶 色 70 

11 杯 A w H 11.1 3.6 63 B,E,H 普 通 黄 橙 100 

12 坪 A H 119 3.1 6.5 

13 坪 B w H 120 36 6.0 AB  不 良 橙 50 

14 坪 B H 12.0 37 6.5 B,E,H 不 良
ヽ`  げ茶 30 

15 坪 A w H 12.0 3.2 7.8 B,E,H 普 通 淡 黄橙 30 

16 皿 H 13.9 2.3 B.E.H 普 通 黄 褐 30 

17 椀 NS 11.9 34 5.9 B, E, I 良 好 灰 60 

18 椀 HS 12.9 35 B. E, I 良 好 にぶい橙 60 

19 椀 NS 12.6 4.0 5.1 B, E, I 普 通 灰 白 70 

20 椀 HS 12.9 4.3 5.2 B.E.G 普 通 浅 黄 70 

21 椀 NS 12.1 4.5 6.3 B, E, I 普 通 黄 灰 90 

22 高台付椀 HS 14.0 B.E.H 良 好 浅 橙 70 

23 高台付椀 NS 13.9 6.5 7.1 B,E 普 通 灰 白 50 

24 高台付椀 NS 14.3 5.6 6.4 B, E, I 普 通 灰 白 50 

25 高台付椀 HS 7.7 B, E, I 普 通 浅 黄 20 

26 高台付 1Ill HS 135 3.3 7.2 B, E, I 良 好 灰 黄 95 

27 高台付皿 NS 12.4 2.7 62 B,D,H 良 好 灰 白 80 

28 高 台 付 1Ill HS 13.1 3.3 67 B. E. I 良 好 にぶい橙 50 

29 高台付1ill. s 133 2.9 65 B,D 良 好 灰 90 

30 蓋 s B,C,D 不 良 淡黄白色 10 紐のみ

31 蓋 NS 15.5 B, C, D 不 良 暗 黒 褐色 10 

32 蓋 NS 15.6 D,F 普 通 淡灰 色 10 破片

33 蓋 HS 16.2 B,D 不 良 淡橙 色 10 破片

34 蓋 NS 71 D,F 普 通 淡灰色 10 破片

35 高 台付椀 K 172 5.4 7.6 D 良 好 淡緑灰色 70 

36 高台付椀 K 239 78 95 D 良 好 淡緑 灰 40 金付着

37 高台付椀 M 11.5 B 良 好 淡 緑 10 

38 鉢 H 22.4 9.0 130 B,D,E 普 通 橙 30 

39 鉢 H 210 10.5 11.3 B,E 良 好 淡 橙 60 

40 鉢 s 230 128 12.0 F,K 良 好 灰 50 カマド

41 甕 B 皿 b H 19.5 B,E 良 好 明赤褐 20 貯蔵穴

42 甕 B 皿 c H 18.9 B,E,H 良 好 明赤褐 20 

43 甕 B 皿 b H 19.6 B,E 良 好 明赤褐 15 

44 甕 B m a H 20.4 B,C,E 良 好 赤 褐 50 カマド

45 甕底部 H 5.0 D,E 良 好
外 一淡黄褐

100 底部
内一黒色

46 つ ま み H B,E 普 通 淡 橙

47 長 頸壷 s 8.7 B,D 良 好 やや暗い灰 90 口縁部欠損

48 大 甕 s 25.8 B.K 良 好 黒 灰 10 口縁のみ

49 大 甕 s 26.6 B,G 良 好 暗い小 豆 10 口縁のみ

50 大 甕 s B,D 良 好 灰 10 

51 大 甕 s 26.3 B 良 好 青 灰 10 

52 大 甕 s 27.5 B, I 良 好 青 灰 10 
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第89図 第35号住居跡 ・出土遺物 (2)
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第60表 第 35号住居跡出土遺物観察表（2)

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土

53 大 甕 s B. D 

54 大 甕 s 26.0 B.D,G 

55 長 頸壷 K D 

56 壷 s 19.5 B 

第61表 第35号住居跡出土士錘観察表

番号 色 調 残存率 長さ 径 穴径 重さ(g)

71 にぶ い 褐 100 5.2 35 0.8 34.7 

72 褐 灰 90 5.6 17 0.5 14.1 

73 褐 灰 100 51 1.7 06 10.8 

74 にぶい黄橙 100 4.8 1.7 0.3 12.1 

75 灰 黄 60 1.7 04 

76 にぶい黄橙 40 1.4 04 

77 浅 黄 橙 50 13 1.0 

78 灰 黄 60 0.9 0.3 

79 褐 灰 30 1.2 0.3 

5.87m・深さO.70mと大形である。壁溝は、北東隅、

北西隅、南壁から幅約21cmに検出した。小穴は 6基検

出し、p1~P5が主柱穴と考えた。また北東隅とカ

マド左脇からは不湘形の土壊を検出した。

主軸方位は、 N-97-Eであった。

カマドは、東壁やや南寄りに検出した。袖は、地山

を掘り残し構築し、やや長く住居跡内に伸びていた。

右袖は、凝灰岩切石を補強材として使用していた。燃

焼部は、不整楕円形に浅く窪まれ、中央に川原石を使

用した支脚を検出した。一つ掛けカマドと考えられる。

燃焼部から煙道部は、階段状に大きく段をもって移行

していた。煙道部にも段を検出した。

貯蔵穴は、カマド右側南東隅で検出した。 1辺1.15

m、深さは0.18mの方形の貯蔵穴であった。

住居跡中央には、第 1• 2号鍛冶炉跡（第748図）

があったことから、鍛冶工房と考えたい（鍛冶炉跡の

章参照）。

遺構の切り合い関係は、第36号住居跡よりも古く、

第33• 34号住居跡よりも新しかった。

lから26は、士師器である。 1から 4は、内面に放

射状暗文がみられる杯Aである。 5から 9は坑A]I、

10 • 11 • 13から17• 24は、杯ANである。 12• 18 • 19 

は、杯Aである。 20は杯B]I、 21は杯BI、22は坑B

98 

3.3 

3.5 

2.1 

2.5 

焼成 輛輔 色 調 残存 出土位置その他

良 好 青 灰 10 

良 好 手日 灰 20 

良 好 淡 灰 5 破片

良 好 青 灰 20 

塑式 欠損分類 写真番号 出土位置その他

B 1 I a 46 

C 1 I C 123 

C 1 I a 124 

C 1 I a 125 

C 1 m b 126 

C 1 VIII 127 

C 1 VII 128 

C 2 II a 387 

C 2 Ill a 388 

である。 25は、土師器の皿である。 26は、土師器の高

台付椀である。 1• 2 • 3 • 4 • 9 • 12 • 18から20• 

23から26は、底部が欠損している。 11は、口縁部に黒

色の付着物が確認できる。油煙の痕跡と考えられる。

27から32は、椀である。 29• 30は、須恵器 (HS)

である。他は、須恵器 (NS)である。

33は、須恵器（HS)の高台付大椀である。 34は、

須恵器 (HS)の高脚高台付椀である。 35から38は、

高台付椀である。 35• 38は須恵器 (HS)で、他は、

須恵器（NS)である。 36は底部、 38は口縁部が欠損

している。

39から42は、高台付皿である。 39は、須恵器 (NS)、

40 • 41は、須恵器（HS)、42は、須恵器（S)であ

る。

43から47は、蓋である。 43は須恵器 （S）、 45は須

恵器 (HS)、ほかは須恵器 (NS)である。 43は紐

のみ、 44から47は口縁部破片である。

48 • 49は、灰釉陶器の高台付椀である。 50は、緑釉

陶器の高台付椀である。 48は底部、 49は口縁部、 50は

底部と高台が欠損している。

51 • 52は、士師器の鉢である。 53は、須恵器（S)

の鉢である。 51は、底部が欠損している。

54から59は、土師器の甕である。 60は、土師器の煮
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第91図 第35号住居跡・出土遺物 (4)

沸具のつまみである。 54から58は胴部中位以下、 59は

胴部中位以上が欠損している。

6]は、須恵器（S)の長頸壷である。 62から68は、

須恵器（S)の大甕の口縁部である。 69は、土師器の

長頸壷である。 70は、須恵器（S)の壷である。 61は

ロ縁部、 70は胴部上位以下が欠損している。 69は頸部

破片である。

71から79は、土錘である。 80は、砥石である。 81• 

82は、凝灰岩の切石である。 69から86は、鉄製品であ

る。 69は鉄鏃、 72• 73 • 77は釘と考えられる。 70• 71 • 

74~76 • 78~82は棒状鉄製品、 83は中央が凹む用途不

明品、84は延板状鉄製品、 85• 86は鉄塊である。

101は、安山岩製の鉄床石である。

以上、出土遺物・遺構の重複関係等から第35号竪穴

0 10cm 
| l l 

式住居跡を中堀V期に位置付けたい。

第36号住居跡（第92図•第93図•第94図•第95図）

E-6・7、F-7グリッドで確認した。周辺には、

住居跡や土城が密集し、確認に手問取った。しかし、

覆土上面に堆積した火山灰をもとに確認した。

住居跡の形状は長方形で、規模は長辺5.45m・短辺

3.97m・深さ0.50mであった。幅20cmの壁溝を、カマ

ドと貯蔵穴部分を除き検出した。

主軸方位は、 N-91-Eであった。

カマドは、東壁の南東隅寄りに検出した。左袖は短

く、地山を掘り残し構築し、右袖は、住居の壁をその

まま利用していた「片袖型」である。両袖の先端には、

川原石が補強材として使用されていた。燃焼部のほぼ
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第92図 第36号住居跡出土遺物 （1)
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第93図 第36号住居跡貯蔵穴 ・出土遺物 (2)—'l -
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第94図 第36号住居跡出土遺物（})
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第95図 第36号住居跡出土遺物 (4)
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中央には、川原石を使用した支脚が出士した。 一つ掛

けカマドであろう。焚き口部から燃焼部にかけては、

極く浅く不整形に窪んでいた。また焚き口部の前面に

は、径0.58m・深さ0.42mの小穴があった。炭化物が

多量に出土した。燃焼部から煙道部は緩やかな傾斜を

もって移行し、段はみられなかった。煙道部には、土

師器甕（54)が補強材として使用されていた。

貯蔵穴は、カマド右脇の南東隅で検出した。形状は

不整楕円形で、長径1.2m・短径0.9m・深さ0.3mであ

った。隅の部分で一段深くなっていた。

遺構の切り合い関係は、第35• 37号住居跡より新し

かった。

遺物は、貯蔵穴内から士師器坑（2• 6 • 7) ・須

第62表 第 36号住居跡出士遺物観察表 （1)

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎

1 坪 A V H 126 4 6.2 B,E 

2 坪 B I H 12.4 35 61 B,E 

3 杯 B V H 13 3.6 63 B.D.E 

4 杯 A H 12.5 B.D.E 

5 杯 A H 13.2 B,E,H 

6 坪 B I H 11.5 4.2 6 B,E 

7 坪 B II H 113 45 5 B,E,F 

8 坪 B V H 11.8 3.8 5 B,E,F ， 坪 B V H 11.9 36 55 B,E,F 

10 坪 A V H 11.7 3.3 58 B,E,F,H 

11 杯 A V H 11.9 3.4 5.9 F,H 

12 杯 A H 11.9 3.5 6.2 B,E,H 

13 杯 B N H 11.8 3.3 5.1 B,E,H 

土

l l 

恵器杯（11• 18 • 20) ・須恵器高台付椀 （29• 30)土

師器甕（55) ・把手 (73) ・鉄製品 (76)が出士した。

1から 9は、土師器の坑である。 1は杯AV、4.

5は杯A、2 • 6はtfBI、7は杯BII、3 • 8 • 9 

は、坑BVである。 4• 5は、底部が欠損している。

10から22は、椀である。 10は須恵器（S）、 11• 12 • 

19は須恵器（HS)、ほかは須恵器 (NS)である。

23から36は、高台付椀である。 29は須恵器（S）、 26• 

30から32は須恵器 (HS)、ほかは須恵器 (NS)で

ある。 35は、底部外面に墨書 「床」がみられる。 12• 

13 • 15 • 23 • 26は底部、 20• 22 • 32から34は口縁部、

28 • 29は高台、 31は口縁部と底部が欠損している。 35• 

36は底部のみである。 12は、体部から底部にかけて黒

焼成 輯轄 色 調 残存 出土位置その他

普 通 淡赤褐 30 掘り方中

普 通 暗茶褐 60 

並曰 通 黄 橙 30 掘り方中

普 通 淡黄橙 20 

不 良 暗黄橙 30 掘り方中

普 通 ‘一一 げ茶 50 

普 通 暗 橙 100 

普 通 明 橙 70 

普 通 明 橙 80 

普 通 明 橙 70 

普 通 ＼ 蜘 げ 茶 30 

普 通 ‘--・ げ茶 20 

普 通 黄 褐 20 
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第63表第36号住居跡出土遺物観察表（2)

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 観轄 色 調 残存 出土位置その他

14 杯 B 皿 H 12.6 3.7 5.7 B,D,E,H 普 通 橙 30 

15 椀 s 11.6 38 5.4 B,E,G 良 好 R 灰 褐 40 

16 椀 HS 12.9 4.3 5.0 B,E 普 通 R 淡 黄 70 貯蔵穴

17 椀 HS 12.7 4.4 6.1 B,E,G 普 通 L にぶい黄橙 20 

18 椀 NS 13.8 B,E 普 通 R 黄 灰 20 

19 椀 NS 12.7 4.4 55 B, E, I 普 通 R 灰 白 30 

20 椀 NS 12.8 4.0 6.4 B, I 普 通 R 灰 白 20 

21 椀 NS 11.8 4.2 6.0 B, G, I, K 良 好 R 明灰褐 90 

22 椀 NS 11.9 38 50 B,E,G 良 好 R 灰 白 40 

23 椀 NS 11.6 4.3 60 B, C, D,I 良 好 R 灰 80 

24 椀 HS 121 3.6 52 B,C,E,H 良 好 R 
外一淡橙。

70 
内一暗褐

25 椀 NS 65 B, D, E,I 良 好 R 灰 100 底部。貯蔵穴

26 椀 NS 5.3 B, E,I 良 好 R 褐 灰 掘り方中

27 椀 NS 50 E 普 通 R 褐 灰 20 

28 高 台付椀 NS 13.8 5.1 63 B, E, I 普 通 R 灰 白 40 

29 高 台 付 椀 NS 13.7 5.2 60 B, C, D, E, I 良 好 R 灰 100 

30 高 台付椀 NS 130 5.2 5.3 B,D,E,G 良 好 R 灰 褐 40 ヘラ書き「本」

31 高 台 付 椀 HS 12.8 5.1 5.2 B,E,H,K 良 好 R 
外一明褐。

25 掘り方中
内一 黒

32 高 台付椀 NS 129 5.0 5.9 B, E, I 普 通 L 黄 灰 60 

33 高 台 付 椀 NS 12.7 B,E,G 普 通 R 褐 灰 30 

34 高 台 付 椀 s 12.0 B, I 良 好 R 灰 50 

35 高 台 付 椀 HS 135 5.5 6.9 B, C, D, I 普 通 R 灰 白 90 

36 高 台付椀 HS 6.9 B, E, I 良 好 R に ぶい褐 20 

37 高 台 付 椀 HS 5.6 B, E, I 普 通 L にぶい橙 40 カマド

38 高 台付椀 NS 5.8 B, E I 普 通 R 灰 白 30 

39 高 台 付 椀 NS 6.4 B, E, I 普 通 L 灰 白 30 

40 高 台 付 椀 NS 6.4 B.E.H 良 好 灰 白 100 底部。墨書「床」

41 高 台付椀 NS 6.1 B.E 普 通 R 橙 10 

42 高 台付椀 K 14.1 4.9 6.6 B,D 良 好 淡 灰 20 

43 高 台付椀 K 7.3 D 良 好 淡 灰 20 

44 高 台 付 椀 K 7.5 B,D 良 好 淡 灰褐 30 

45 高 台 付 椀 K 8.2 B,D 良 好 淡灰褐 20 

46 高 台 付 椀 K 6.6 B,D 良 好 淡 灰 20 掘り方中

47 高 台 付 椀 K 5.9 B 良 好 淡 灰 20 掘り方中

48 高 台 付 椀 M 11.8 B,D 良 好 淡 緑 5 

49 高 台 付 椀 M B 良 好 淡 緑 5 

50 高 台付椀 M B 良 好 淡 緑 5 

51 高 台 付 椀 M B 良 好 淡 緑 5 

52 高 台 付 椀 M B 良 好 淡 緑 5 

53 高 台付椀 M B 良 好 淡 緑 5 

54 甕 A ill b H 18.8 B,E,K 普 通 明 橙 60 カマド

55 甕 B ill a H 20.6 B,D,E,K 普 通 橙 30 カマド

56 甕 A III b H 18.9 B,E,H 普 通 暗 黄 橙 30 貯蔵穴

57 甕 A 皿 c H 19.2 E, H,I 良 好 明赤褐 20 掘り方中

58 甕 A m c H 20.2 D,E,H 良 好 明 褐 20 

59 甕 B H 19.5 B,D,E 良 好 淡 橙 20 

60 甕 B H 18.0 B,C,D,E,H 良 好 明赤 褐 20 

61 須恵甕口縁 s B,H 良 好
外一青灰褐。

5 掘り方中
内一灰

62 須恵甕口縁 NS B,C,E,G 良 好 明 褐 10 貯蔵穴

63 把 手 s B 良 好 青 灰褐

64 長頚壷 K 11.4 D 良 好 淡 灰 10 掘り方中
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第64表第36号住居跡出土土錘観察表

番号 色 調 残存率 長さ 径 穴径 重さ (g)

65 黄 橙 100 5.4 1.9 0.4 183 

66 にぶい黄橙 100 52 19 04 14.0 

67 にぶい黄橙 80 18 0.5 11.8 

68 にぶい橙 40 0.5 

69 浅 黄 橙 70 1.8 0.5 

70 灰 白 100 4.2 LO 0.3 

71 褐 灰 100 3.5 18 0.4 

色の付着物が確認できる。油煙の痕跡と考えられる。

37から45は、灰釉陶器である。 44• 45は、高台付皿

椀であり、ほかは高台付椀である。 37は、金泥が内面

に付着している。第112号住居跡の覆土中の破片と接

合した。 42• 43は、転用硯である。 37• 38は底部、 39

から45は口縁部が欠損している。

46から51は、緑釉陶器の高台付椀である。 46は、底

部が欠損している。 47から51は、体部破片である。

52から59は、土師器の甕である。 60は、須恵器 (H

S)の羽釜である。 61は、須恵器（S)の甕である。

62は、須恵器（NS)の甕である。 63は、把手である。

64は、灰釉陶器の長頸壷である。 52• 53は胴部下位以

下、 54• 55は胴部中位以下、 56• 57 • 60は胴部上位以

下が欠損している。 58• 59 • 61 • 62 • 64は、口縁部の

みである。

65から71は、上錘である。 72• 73は、凝灰岩の切石

である。 74から88は、鉄製品である。 74は刀子、 75は

釘、 76• 77は用途不明の鉄製品、 78• 79 • 80は棒状鉄

製品、 81• 82 • 83 • 84 • 87 • 88は板状及び延板状鉄製

品、 85は鋸の破片、 86は麻皮剥ぎの破片と思われる。

89は銅製品である。

以上、出士遺物・遺構の重複関係等から第36局竪穴

式住居跡を中堀V[期に位置付けたい。

第65表第37号住居跡出士士錘観察表

7.6 

97 

25 

3.8 

番号 色 調 残存率 長 さ 径 穴径 重さ(g)

51 浅 黄 橙 80 1.7 0.5 11.8 

52 浅 黄 70 5.0 1.9 04 12.0 

53 灰 黄 100 4.7 1.8 0.4 13.1 

54 浅 黄 橙 100 40 1.7 0.4 11.0 

型式 欠損分類 写真番号 出土位置その他

B 1 II a 47 

C 1 I b 129 

C 1 I b 130 

C 1 VII 131 

C 1 I c 132 

C 2 I b 389 

C2 I a 390 

第37号住居跡（第96図•第97図）

E・F-6・7グリッドで確認した。周辺は、住居

跡や土城が密集し、確認に手間取った。

住居跡の形状は長方形で、規模は長辺4.15m• 短辺

4.30m ・深さ0.17mであった。

主軸方位は、 N-35°-Wであった。

カマドは、東壁南東隅寄りに検出した。燃焼部内か

らは、構築材に使用した川原石が、まとまって出土し

た。燃焼部の掘り込みはみられなかった。

遺構の切り合い関係は、第36号住居跡、第118• 135 • 

142 • 186 • 187号土壊よりも古かった。

遺物は、住居跡の東側から土師器坑 (2 • 3 • 4 • 

5 • 9 • 11 • 15 • 23 • 27)が出士し、また西壁の中央

付近から士師器杯（24• 26 • 28 • 31)がまとまって出

士した。

lから33は、土師器である。 1から17、21から33は、

杯Bである。そのうち 6は杯BI、7• 14は杯BIIで

ある。そのほかは、坑BVである。また21から33は、

麟に伴う一オ甜詞の可能性もある。 18• 20は、高台

付の杯A、19は、高脚高台付の杯Bであろう。 1 • 8 

は底部、 18は底部と高台、 19は高台、 20は口縁部が欠

損している。

34から36は、椀である。 36は須恵器 (HS)、ほか

型式 欠損分類 写真番号 出土位置その他

C 1 II b 133 

C 1 Va 134 

C 1 I a 135 

C 1 I b 136 
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第96図 第37号住居跡出土遺物 （1)
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第97図 第37号住居跡出土遺物（ 2)
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は須恵器（NS)である。 37から43は、高台付椀であ

る。 39は須恵器 (NS)、ほかは須恵器 (HS)であ

る。 44は、須恵器（HS)の高脚高台付椀である。 45• 

46は、灰釉陶器の高台付椀である。 39は高台、 42• 43 • 

46は口縁部、 44• 45は口縁部と底部が欠損している。

47は、士師器の壷である。 48は、土師器の把手であ

る。 49• 50は、須恵器（S)の大甕の口縁部である。

47は、底部のみである。

51から54は、上錘である。 55は、鉄製品である。

以上、出士遺物 ・遺構の重複関係等から第37号竪穴

式住居跡を中堀VII期に位置付けたい。
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第66表 第 37号住居跡出士遺物観察表（1)

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 輯轄 色 調 残存 出土位置その他

1 杯 A H 129 3.7 70 B,E 良 好 暗赤褐 20 

2 坪 B V H 11.6 3.8 6.2 B,E,H 良 好 淡 橙 90 

3 坪 B V H 118 4.2 6.3 B,E,H 良 好 淡 橙 70 

4 坪 B V H 126 4.0 55 B,D,E 普 通 橙 80 

5 杯 B V H 11.7 37 59 B,E,H 良 好 暗赤橙 100 

6 坪 B I H 11.3 3.6 5.1 B,E 淡黄掲

7 坪 B II H 119 3.8 5.8 B,E,F 良 好 茶 70 

8 坪 B V H 12.6 38 58 B,D,E 普 通 黄 橙 40 ， 坪 B V H 12.0 39 52 B,E,H 普 通 淡黄褐 90 

10 坪 B V H 11.6 4.0 5.7 B,E,H 不 良 淡 橙 30 

11 坪 B V H 11.0 4.1 4.2 B,E.H 普 通 淡黄橙 100 

12 坪 B V H 11.0 37 50 B,E,H 普 通 1‘火火 橙 90 

13 杯 B V H 11.8 45 46 B,E,H 普 通 淡黄橙 90 

14 坪 B II H 10.8 39 4.8 B,E,H 普 通 暗黄褐 20 

15 坪 B V H 11.2 3.8 4.2 B,E,F 良 好 淡 橙 70 

16 坪 B V H 11.8 4.5 3.1 B,E 普 通 淡 橙 90 

17 坪 B V H 10.8 40 4.0 B,E,F 普 通 淡 橙 40 

18 高台付坪A H 13.7 B,E 普 通 茶 褐 20 

19 
高脚高台付

H 12.8 B.C,E 不 良 橙 30 
坪 B

20 高台付坪 B H 6.5 B,E,H 普 通 暗 橙 40 

21 坪 B V H 11.2 3.8 5.7 B.E.H 普 通 淡 橙 60 

22 杯 B V H 11.1 3.6 6.1 B,E, 普 通 淡 橙 70 

23 杯 B V H 11.4 4.0 4.9 B,E 普 通 淡 橙 40 

24 杯 B V H 11.9 3.6 5.3 B,C,E 普 通 淡 橙 60 

25 杯 B V H 11.7 3.7 5.0 B,E 普 通 淡 橙 40 

26 坪 B V H 11.9 3.3 4.6 B,C,E 普 通 淡 橙 50 

27 杯 B V H 118 3.5 6.2 B,E 普 通 淡 橙 60 

28 坪 B V H 118 3.9 6.1 B,E,H 普 通 淡 橙 70 

29 杯 B V H 112 4.1 4.3 B,E 普 通 淡 橙 50 

30 均 B V H 11.3 4.2 5.4 B,E 普 通 淡 橙 60 

31 杯 B V H 11.9 3.8 5.9 B,E,H 普 通 淡 橙 50 

32 坪 B V H 11.8 3.8 4.9 B,E 普 通 淡 橙 40 

33 杯 B V H 114 4.1 4.8 B.E 普 通 淡 橙 30 

34 高台付坪 A H 120 5.0 4.8 C.D,E 普 通 淡黄橙 20 

35 椀 NS 11.9 3.9 6.3 B. I 普 通 L 灰 白 80 

36 椀 NS 12.3 3.8 5.3 B,C,H 良 好 R 灰白色 60 

37 椀 HS 11.1 34 5.4 B, E, I 普 通 R 灰 白 70 

38 椀 NS 10.5 40 4.5 B,E 良 好 灰 75 

39 高台付椀 HS 12.3 4.7 5.8 B, E, I 良 好 R にぶい橙 100 

40 高 台 付 椀 HS 12.4 4.7 53 B, E, I 普 通 R にぶい黄橙 60 

41 高 台 付 椀 NS 12.4 A.B,C,E 良 好 R 灰 80 

42 高 台 付 椀 HS 12.7 4.6 56 B, E, I 良 好 R 灰黄褐 50 

43 高 台 付 椀 HS 12.9 51 57 B, E, I 普 通 R にぶい橙 80 

44 高台付椀 HS 4.8 B, E, I 普 通 L 灰 黄 20 

45 高脚高台付椀 HS 10.9 B, E, I 普 通 R にぶい黄橙 20 

46 高騨高台付椀 HS 133 66 81 B, E, I 普 通 灰 黄 50 

外一灰白。

47 高台付大椀 HS 14.9 6.8 7 B, E, I 普 通 内一にぶい 60 
褐

48 高 台 付 椀 HS 63 B. E, I 3曰lt― 通 L にぶい黄橙 20 

49 高 台 付 椀 K 99 B 良 好 灰 20 

50 高 台 付 椀 K 73 D 不 良 淡黄灰 20 

51 高 台 付 椀 K 6.2 B,D 良 好 灰 20 
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第67表 第 37号住居跡出土遺物観察表 （2)

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎

52 高台付皿 K 11.5 2.2 6.2 B,D 

53 高台付椀 K 6.5 B.D 

54 亜＝ピ H 8.0 A, B, E 

55 羽 II B b HS 23.1 2.7 B,C,D,E 

56 把 手 H B 

57 大 甕 s B 

58 大 甕 s B, I 

第38号住居跡（第98図•第99図）

F-5・6グリッドで確認した。周辺は、住居や士

壊が密集し、確認に手間取った。

住居跡の形状は、ややイ湘：な長方形である。規模は、

長辺4.27m・短辺3.71m ・深さ0.39mであった。北壁

のやや東寄りに、径0.95m・深さ0.2mの不整円形の

土城を検出した。

主軸方位は、 N-98°-Eであった。

カマドは、東競やや南寄りに検出した。袖は、地山

第68表 第38号住居跡出士遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 9並四巧 底径 胎

1 坪 A H 106 3.2 67 B,E,H 

2 杯 A H 118 3.2 70 B,E 

3 杯 A H 12.1 3.4 7.4 B,E 

4 坪 A H 12.7 9.1 B,E 

5 坪 A H 11.9 28 70 B,D,E 

6 杯 B V H 104 4.9 4.4 B,E,F,H 

7 椀 s llO 38 5.0 B, E, I 

8 椀 NS 5.8 B, I ， 椀 HS 5.4 E, I 

10 高 台 付 椀 黒色 123 53 6.5 B, G, I 

11 高 台 付 椀 NS 13.8 B, E, I 

12 高 台 付 椀 NS 11.8 4.4 6.3 B,E 

13 高 台付椀 HS 10.5 5.0 6.1 B. E, I 

14 高 台付椀 NS 7.0 B, E, I 

15 高 台 付 椀 NS 6.5 B. E, I 

16 高 台 付 椀 HS 6.7 B, E, I 

17 高 台付椀 HS 6.1 E, G, I 

18 高 台付椀 NS 57 B,E 

19 高 台 付 椀 NS 68 B. E. I 

20 高 台付椀 K 13.0 B 

21 高 台付椀 M 7.1 A 

22 椀 NS 15.7 6.5 70 B, E, I 

23 鉢 H 19.9 B,E,K 

24 甕 B III a H 20.4 B,E 

25 甕 s 14.0 B 

土

土

焼成 輛櫨 色 調 残存 出土位置その他

良 好 淡 灰 60 

良 好 淡灰 色 20 

普 通 暗褐色 20 

良 好 暗褐色 25 

良 好 浅黄橙 5 

良 好 灰 5 

良 好 灰 5 

を掘り残して構築し、住居跡内へと長く伸びていた。

焚き口部から燃焼部かけては、不整円形の浅い掘り込

みがみられた。この掘り込みは、燃焼部の奥に向かっ

て、深くなっていた。燃焼部から煙道部へは、急激に

立ち上がり、段をもって移行していた。

遺構の切り合い関係は、第63号土壊より古かった。

1から 5は、士師器の杯Aである。 6は、土師器の

坑BVである。 1から 5は底部が欠損している。

7から 9は、椀である。 7は須恵器（S）、 8は須

焼成 輛櫨 色 調 残存 出土位置その他

不 良 暗黄褐 20 

良 好 淡 橙 30 

普 通 黄 褐 20 

普 通 暗赤 褐 40 

普 通 黄 褐 10 

良 好 淡 橙 40 

良 好 R 灰 白 80 

良 好 R 灰 白 20 

普 通 R にぶい黄橙 20 

良 好 オリープ黒 40 

普 通 R 褐 灰 40 

良 好 R 褐 灰 20 

普 通 R にぶい黄橙 60 

普 通 R 灰 白 30 

良 好 R 灰 白 20 

普 通 L にぶい橙 10 

良 好 R 灰 白 20 

良 好 R 灰 白 20 

良 好 R にぶい橙 20 

良 好 淡 灰 10 

良 好 淡 緑 10 

普 通 R 灰黄褐 20 

良 好 淡 橙 20 

良 好 オレンジ 10 D縁部のみ

良 好 灰 5 底部のみ
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第98図 第38号住居跡 ・出土遺物 （1)
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口
第38号住居跡

1 淡掲色土焼土、炭化物を微只含む粘性あり

2 褐色土 焼土、炭化物を少磁含む粘性あり

3 黒色土 焼土を微屈含み、炭化物を多鼠に含む粘性あ

り（炭化物屈）

4 赤掲色土 土器片含む （天井部崩落土）

5 暗黒色土 B軽石含む （ピット覆土） ゜
10 err 
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第99図 第38号住居跡出土遺物 (2)

□- : -25 

恵器 (NS)、9は須恵器 (HS)である。 10は、黒

色土器の高台付椀である。 11から19は、高台付椀であ

る。 13• 16 • 17は須恵器 (HS)、ほかは須恵器（N

S)である。 22は、大形の須恵器 (NS)の椀である。

8 • 9 • 14から19は口縁部、 11• 22は底部、 10は高台

が欠損している。 13は、内外面に黒色処理が施されて

し、る。

20は、灰釉陶器の高台付椀である。 21は、緑釉陶器

の高台付椀である。 20は底部と高台、 22は口縁部と底

部が欠損している。

23は、土師器の鉢である。 24は、土師器の甕である。

23は底部、 24は胴部上位以下が欠損している。

25は、須恵器（S)の甕の底部である。

26 • 27は、士錘である。

以上、出土遺物 ・遺構の重複関係等から第38号竪穴

式住居跡を中堀N期に位置付けたい。

第39号住居跡（第100図）

F-5グリッドで確認した。周辺は、小穴や土壊が

多く、確認に手間取った。

住居跡の形状は、方形であった。規模は、長辺3.08

m・短辺2.93m・深さ0.08mであった。住居跡のほぼ

中央に径0.8m・深さ0.2mの不整円形の土城を検出し

0 5cm 
I l ロ゚0 2cm 

た。また、北西隅で4基、南東隅で3基の小穴を検出

した。

主軸方位は、 N-6°-Eであった。

カマドは、検出されなかった。

第100図 第39号住居跡 ・出士遺物
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第69表 第38号住居跡出土士錘観察表

番号 1 色 調 1 残存率 1 長さ 1 径 I 穴径 I重さ（g)I 型式 I 欠損分類 I 写真番号 出土位置その他

26 に ぶ い 橙 100 I 5.2 

27 に ぶ い 黄 橙 100 I 4.6 
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第101図 第40号住居跡 ・出士遺物
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第40号住居跡 含み、黄褐色粘土を多位に含む粘性あり

1 暗褐色土焼土プロックを多位に含み、砂礫 4 灰褐色土 焼土プロックを多旦に含み、黄白

を少且含む粘性あり 色粒子を少呈含む粘性あり

2 暗褐色土焼土プロック、炭化物を少堡含み、 5 暗褐色土 焼土粒子、焼土プロックを多址に

焼土粒子を微旦含む粘性あり 含むカマドの構築土で黄白色粒子を微:lil含

3 灰褐色土焼土プロック、黄白色粒子を少凪 む

遺構の切り合い関係は、第66• 69土壊より古く、第

19 • 22土城より新しかった。

1は、凝灰岩の切石である。 2は、鉄製品の楔であ

る。

以上、出土遺物・遺構の重複関係等から第39号竪穴

式住居跡の時期を決定することは不可能であった。

〔

こ

□ 

こ

ーこコマ

こ
二
亡王ぎ：

<＼い邁響
ージ

こ三青ア

` : 0 2cm 
l l 

10 

゜
10cm 

第40号住居跡（第101図）

H - 7 グリッドで確認した。周辺は、溝や小穴•土

城などの遺構が密集していた。

住居跡の形状は、ややオ繁：な長方形であった。 規模

は、長辺2.86m・短辺2.39m・深さ0.15mであった。

主軸方位は、 N-98°-Eであった。

カマドは、東壁南東隅寄りに検出した。袖は、検出
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第70表 第40号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 輯饂 色 調 残存 出土位置その他

1 椀 HS 10.1 3.1 4.9 B,E 良 好 浅 黄 橙 40 

2 高台 付 椀 HS 108 4.6 4.9 B,C,E 普 通 灰 90 

3 高台付椀 NS 12.1 4.6 6.0 B, E, I 普 通 灰 25 

4 高台付椀 NS 11.5 B,E 良 好 灰 白 60 

5 高台付椀 HS 132 B,E 良 好 灰 黄 30 

6 高台付椀 HS 5.9 B,E 良 好 灰 黄 褐 30 

7 高台付椀 黒色 72 B,E 良 好 橙 100 

8 高 台付皿 HS 13.6 2.9 7.5 B,E 良 好 黄 灰 50 ， 高 台付皿 K 68 B,D 良 好 暗 灰 10 

10 羽 B II b HS 23.2 32 B,E 良 好 橙 10 

第71表 第40号住居跡出土土錘観察表

胃 □I長さ

灰 60

径

2.0 

1.8 言］ 欠巳口竺デ
II a I 49 

出土位置その他

できなかった。燃焼部は、不整形な掘り込みがみられ、

奥に向かって緩やかに傾斜していた。燃焼部から煙道

部へは、緩い段をも って移行していた。

遺構の切り合い関係は、第41号住居跡よりも新しか

った。

1から4は、高台付椀である。2は、須恵器 (NS)

である。他は、須恵器 (HS)である。 3は高台、 4

は口縁部が欠損している。

5は、黒色土器の高台付椀である。 6は、灰釉陶器

の高台付皿である。5は、底部のみである。 6は、 ロ

縁部と底部が欠損している。

7は、須恵器（HS)の羽釜である。 7は、胴部上

位以下が欠損している。

以上、出士遺物・遺構の重複関係等から第40局竪穴

式住居跡を中堀圃期に位置付けたい。

第41号住居跡（第102図）

H-6・ 7グリッドで確認した。周辺は、溝・掘立

柱建物跡などの遺構が密集し、確認に手間取った。覆

土上層の火山灰をもとに確認した。

住居跡の形状はは長方形で、規模は長辺4.20m・短

辺3.15m・深さ0.29mであった。幅30cmの壁溝を、西

壁の一部で検出した。そのほか北東隅で径 1mの円形

の土壌を検出し、北西隅付近で小穴 l基を検出した。

工軸方位は、 N-95°-Eであった。

カマドは、東壁南東隅寄りに検出した。左袖は、地

山を掘り残して造られ、右袖は、住居跡の壁をそのま

ま利用していた。「片袖型」である。燃焼部は、不整

円形に浅く窪み、段をもって煙道部に移行していた。

遺構の切り合い関係は、第40号住居跡より古く、第

161号士壊より新しかった。

1は、須恵器 (HS)の椀である。 2は、須恵器 (N

S)の高台付椀である。 3は、須恵器 (HS)の高台

付皿である。 4は、黒色士器の椀である。 2は高台、

3は底部が欠損している。

5は、士師器の甕である。 5は胴部中位以下が欠損

している。

6は、棒状鉄製品である。

以上、出士遺物 ・遺構の重複関係等から第41号竪穴

式住居跡を中堀V期に位置付けたい。

-145 -



第102図 第41号住居跡 ・出土遺物
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第41号住居跡

l 黒掲色土 B軽石主体 5 黄褐色土 焼土粒子、焼土プロック、黄

2 暗褐色土焼土プロック、炭化物を少泣 白色粒子を多且に含み、灰色粘土を少且

含む枯性あり 含む粘性あり

3 黒褐色土 焼士粒子を微且含み、黄白色 6 赤掲色土焼土、炭化材主体

粒子を多屈に含む底面に大形焼土プロ 7 暗褐色土焼士プロックを多且に含み、

ックが染中粘性あり 炭化物、粘土を少凪含み、黄白色粒子を

4 暗褐色土焼土プロック、炭化物を少屈 微lil:含む粘性あり

含み、黄白色粒子を多旦に含む粘性あり
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第72表 第 41号住居跡出土遺物観察表

番号 I器 種 I種別 l口径 I器高

椀 I黒色 I 14.5 I 4.3 

2 I甕 B II a I H I 21.8 

鍔 I底径 胎

6 IB,C,E 

B,C,E,H 

土 焼成 1 輛輯

良好

良好

色調

内一灰 。
外一橙

橙

残存

70 

15 

出土位置その他

第42号住居跡 （第103図 • 第104図 ）

H • I -6グリッドで確認した。周辺は、溝・土壊・

小穴などが密集し、確認に手間取ったが、覆土上層の

火山灰をもとに確認した。

住居跡の形状は長方形で、規模は長辺3.75 m • 短辺

2.97m ・深さ0.19mであった。カマド左脇に半円形の

張り 出し部を検出した。

主軸方位は、 N-90°-Eであった。

カマドは、東壁南東隅寄りに検出した。焚き口部の

両脇から、 補強材の）1|原石が出土した。 袖は造らなか

ったと考えられる。燃焼部はやや細長く、底面の掘 り

込みはみられなかった。カマドの構築材である拳大の

JI|原石が、燃焼部内から出土した。

貯蔵穴は、カマド右脇の南東隅で検出した。形状は、

円形で径0.59m・深さ0.18mであった。

遺構の切り合い関係は、第164• 166 • 167 • 168 • 169 
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第103図 第42号住居跡・出土遺物 （1）
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2 暗こげ茶色土 焼土、炭化物を多旦に含む粘性あり （天井部）

3 暗こげ茶色土 質色枯土を多羹に含む 6 暗黒褐色土 炭化物屈
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第104図 第42号住居跡 ・出士遺物 (2)
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第73表 第42号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径

1 高 台 付 椀 HS 15.1 

2 高 台 付 椀 HS 10.7 4.3 51 

3 高 台 付 椀 HS 57 

4 高 台 付 椀 HS 5.8 

5 高脚高台付椀 HS 7.8 

6 高脚高台付椀 HS 81 

7 高 台 付 椀 K 64 

8 羽 B II a HS 21.7 2.8 ， 羽AII bロ HS 20.7 30 

10 羽 A II a NS 23.1 33 

11 羽AI bロ HS 193 2.4 

12 羽AII bロ HS 172 26 

13 羽 B II a NS 217 2.0 

14 羽底部 HS 67 

第74表 第42号住居跡出士士錘観察表

番号 色 調 残存率 長さ 径 穴径

15 に ぶ い橙 100 58 1.9 05 

16 にぶい黄橙 100 5.6 1.7 0.4 

17 灰 黄 褐 70 1.8 05 

胎

B,E,H,K 

B,E,H,K 

B,C,E 

B, C, I 

B,E,G 

B,D 

A.B.E,H 

B,C,E 

B,C,E 

B,C,E,H 

号土城より古く、第177号土城より新しかった。

カマド内から高脚高台付き椀 (6) ・羽釜の底部

(14)が出土した。また、東壁のやや北寄りの壁際か

ら鉄製の紡錘車（18)が出土した。

1から 4は、須恵器（HS)の高台付椀である。 5.

6は、須恵器（HS)の高脚高台付椀である。 7は、

灰釉陶器の高台付椀である。 1は底部と高台、 3から

6は口縁部、 7は口縁部と底部が欠損している。

8から14は、羽釜である。 10• 13は、須恵器 (NS)、

他は須恵器 (HS)である。 8• 11 • 13は胴部中位以

下、 9• 10 • 12は胴部上位以下、 14は胴部中位以上が

欠損している。

15から17は、土錘である。

18 • 19は、鉄製品である。 18は紡錘車、 19は延板状

鉄製品である。

以上、出土遺物・遺構の重複関係等から第42号竪穴

式住居跡を中堀珊期に位置付けたい。

土 焼成 輛轄 色 調 残存 出土位置その他

普 通 R 
外一淡黄褐。

50 
内一明褐

良 好 R 灰 白 60 

良 好 R 淡 橙 100 底部のみ

良 好 R 明 赤褐 70 

良 好 R 淡 橙 100 底部

普 通 R にぶい黄橙 20 

良 好 暗 灰 20 

良 好 明 褐 50 

良 好 淡 橙 15 

良 好 黒 10 

良 好 淡 橙 15 

B,C,E,G,H 良 好 淡 橙 20 

B,E,H 良 好 灰 白 15 

B,D,E,H 良 好
外一淡橙。

50 
内一淡黄褐

重さ(g) 型 式 欠損分類 写真番号 I 出土位置その他

19.5 B 1 I a 50 

15.1 B 1 I a 51 

11.0 B 1 I a 52 
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第105閲第43号住居跡
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第号43住居跡

1 暗褐色土 焼土粒子を微最含み、白色粒子を多旦に含む

2 黒褐色土 炭化粒子、白色粒子を微位含む

3 黒褐色土焼土粒子、白色粒子を微泣含む

4 暗褐色土焼土粒子を少試含む

5 黒褐色土焼土粒子を微旦含み、炭化粒子を少羹含む

6 暗灰褐色土焼土、炭化物を含む粘性あり

7 黒褐色土 焼土粒子を微証含む

8 黒褐色土 焼土粒子、炭化粒子を微俎含む

10 赤褐色土 焼士を多足に含む（天井部）

II 褐色土 焼土粒子、白色粒子を少g含む

A' 

0 1m 
l l 

呵

c
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9
9
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＿
 

口
A 66.3 

、8

A
-

口
0 50cm 
I I 

第43号住居跡 （第105図 • 第106図 ）

J-6・7グリッドで確認した。周辺は、区画溝．

掘立柱建物跡などがあった。遺構は、比較的疎らで、

確認は容易であった。

住居跡の形状は方形で、規模は長辺3.00 m• 短辺

2.30m・深さ0.23mであった。南西隅に小穴 1基を検

出した。

主軸方位は、 N-97-Eであった。

カマドは、東壁南東隅寄りに検出した。左袖は、非

常に短く地山を掘り残すが、袖を造らないと考えられ

る。焚き口部の左側から補強材の川原石が出上した。

燃焼部は、掘り込みがみられず、煙道部へは、ほとん

ど段差なく移行する。煙道部は、やや南東方向に長く

伸び、煙り出し部で立ち上がっていた。

遺構の切り合い関係は、第2号掘立柱建物跡より新

しかった。

1は、須恵器 (NS)の高台付椀である。 2は、灰

釉陶器の長頸壷である。 3は、須恵器 (HS)の羽釜

である。 1は口縁部、 2は口縁部・底部・高台、 3は

胴廊上位以下が欠損している。

4は、土錘である。

以上、出士遺物・遺構の重複関係等から第43号竪穴

式住居跡を中堀圃期に位置付けたい。

第106図 第43号住居跡出土遺物

＼ 

下二土云言

｀
 ニ 3

0 2c 
I I 

O 5cm 
1,  l 
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第75表 第43号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土

1 高 台 付 椀 NS 6.0 A,B,E,H 

2 長頸壷 K D 

3 羽 I B a HS 14.1 32 B,E,H 

第76表 第43号住居跡出土土錘観察表

番号 色 調 残存率 長さ 径 穴径重さ(g)

4 にぶい橙 100 6.0 1.8 0.5 

第44号住居跡 （第107図 • 第108図 ）

K-3・ 4、L-4グリッドで確認した。周辺の遺

構は疎らであった。

住居跡の形状は長方形で、規模は長辺5.80m・短辺

2.97m ・深さ0.13mであった。長径方向に非常に細長

い彗｝跡であった。

主軸方位は、 N-10°-Eであった。

カマドは、東壁の南東隅寄りに検出した。袖は検出

していない。燃焼部内の左右の壁の 4ヶ所に、補強材

として川原石が使用されていた。燃焼部は、不整円形

の浅い掘り込みがみられ、煙道部に向かって緩らかに

立ち上がっていた。

貯蔵穴は、カ マド右脇の南東隅で検出した。形状は、

オ整円形で、長径0.51 m ・短径0.48m・深さ0.15mで

あった。

遺構の切り合い関係は、第2号区画溝より古かった。

第77表 第44号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎

1 坪 A V H 11.7 3.6 5.6 B,D,E 

2 
高脚高台付

H 13.0 6.3 8.0 E,F,K 
均 B 

3 高 台 付 椀 HS 14.8 B, E, I 

4 高 台 付 椀 HS 11.5 4.6 6.5 B, E, I 

5 寓台 付椀 NS 11.4 B, E, I 

6 高台 付椀 HS 6.3 C, E, I 

7 羽A I aイ HS 19.6 25 B, E. G, I 

14.4 

土

8 羽A I aイ HS 20.5 25.1 23 32 A, B, D, G ， 羽 IA a HS 22.0 2.7 AB,DE,G,I 

10 羽AII bロ NS 22.0 1.7 A, B, C, D, I 

11 甑 B II NS 265 4.6 A, B, E, I 

焼成 輛輯 色 調 残存 I 出土位置その他

良 好 R 黒 50 

良 好 暗黄灰 10 I破片

良 好 明 褐

型式 欠損分類 写真番号 出土位置その他

C 1 I b 138 

羽釜（8)は、カマド内と貯蔵穴内の破片が接合し

た。またカマド内から土師器の高脚高台付杯（2) • 

羽釜 (9)が出土した。また貯蔵穴の脇からは、羽釜

(7)が出土した。

1は、土師器の杯AVである。 2は、土師器の坑B

に高脚高台の付いた杯である。 3から 6は、高台付椀

である。 5が須恵器 (NS)の他は、須恵器 (HS)

である。 3• 5は底部と高台、 6は口縁部と底部が欠

損している。

7から10は、羽釜である。 10が須恵器 (NS)の他

は、須恵器（HS)である。 11は、須恵器 (NS)の

甑である。 7• 8は底部、 9は胴部中位以下、 10• 11 

は胴部上位以下が欠損している。

12は、釘と考えられる鉄製品である。

以上、出土遺物・遺構の重複関係等から第44号竪穴

式住居跡を中堀河期に位置付けたい。

焼成 輛輔 色 調 残存 出土位置その他

良 好 淡 橙 20 

不 良 黄 橙 70 カマド

外 ーにぶい

普 通 L 赤橙。内一 30 貯蔵穴
褐灰

普 通 R 明 褐 40 床面

良 好 R 灰 黄 30 

良 好 R 灰 白 40 

良 好 暗 褐 40 

明赤褐 50 

良 好 明 褐 20 カマド

良 好 灰 褐 15 

良 好 灰 褐 15 
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第107図 第44号住居跡 ・出士遺物 （1)
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第108図 第44号住居跡出士遺物 （2)

゜
10cm 

第45号住居跡 （第109図 • 第110図 ）

K・L-5グリッドで確認した。周辺は、遺構が疎

らであった。

住居跡の形状は、長方形であった。規模は長辺4.15

m・短辺2.80m・深さ0.28mであった。

主軸方位は、 N-107°-Eであった。

カマドは、東壁のやや南寄りに 3基検出した。 1号

カマドは、覆士の堆積状況から、住居跡の埋没以前に

埋められていたと判断した。左袖は、検出できず、燃

焼部の掘り込みもみられなかった。燃焼部から煙道部

に向かっては、緩やかに傾斜していた。

第2号カマドは、両袖の先端部から補強材の川原石

が出土し、造り付けの袖が住居跡内に伸びていたと推

定した。焚き口部の前面には、径O.21 m・深さ0.12m

の掘り込みを検出した。燃焼部から煙道部へは、段を

もって移行していた。燃焼部内から、天井部の補強材

である大形の川原石が出土した。

第3号カマドは、左袖は第2号カマドと共有し、右

袖は地山を掘り残して短く造られていた。焚き口部と

燃焼部の境には、小さな段がみられた。燃焼部は、ほ

ぼ水平で、段をもって煙道部に移行していた。第2.

3号カマドは住居跡の埋没まで併用していたと考えら

れる。

遺構の切り合い関係は、第2号区画溝より古かった。

遺物は、 1号カマド内から土師器の甕（14)、灰釉

陶器高台付椀 (12)、鉄製品 (19• 20)が出土した。

2号カマドからは、土師器の甕（15)と須恵器の高台

付皿（3)が、 3号カマドからは、土師器の甕 (16)

と須恵器の高台付椀（11)が出土した。

1は、須恵器 (NS)の椀である。 2から11は、高

台付椀である。 6• 7は、須恵器 (HS)であり、ほ

かは須恵器（NS)である。 12• 13は、灰釉陶器の高

台付椀である。 12の底部外面には、墨書「分」がみら

れる。 1• 8からllは口縁部と底部、 3は高台、 4.

5 • 7は口縁部、 6は口縁部と高台が欠損している。

5は、底部に黒色の付着物が確認できる。油煙の痕跡

と考えられる。

14から16は、土師器の甕である。 17は、須恵器（S)

の口縁部である。 18は、灰釉陶器の長頸壷である。鉄

製品（不明） 14は底部、 15は胴部下位以下、 16は胴部

中位以下が欠損している。 18は、頸部のみである。

19から21は、鉄製品である。 19はコの字状の不明鉄

製品、 20は板状鉄製品、 21は棒状鉄製品である。

以上、出土遺物・遺構の重複関係等から第45号竪穴

式住居跡を中堀V[期に位置付けたい。
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第109図 第45号住居跡 ・出士遺物 （1)
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第45号住居跡

1 暗掛色土 焼土粒子、炭化物を少屈含み、白色粒子を多

屈に含む

2 II閥褐色士 焼土粒子、炭化物、白色粒子を少氣含む

:1 黒褐色土焼土粒子、炭化物を少屈含む

4 黒褐色土 焼土粒子を多母に含み、炭化物を少磁含む

5 暗褐色土 白色粒子を多呈に含む

6 暗褐色土 焼土を多磁に含む

7 赤褐色土 焼土プロック主体

8 暗灰褐色土焼土、白色粒子を少且含む
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第110図 第45号住居跡出土遣物 （2)
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第78表 第 45号住居跡出士遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 鞘輯 色 調 残存 出土位置その他

1 椀 NS 58 B,E 良 好 L 灰 白 10 

2 高 台 付 椀 NS 137 4.6 55 B, E, I 普 通 L 灰 白 60 

3 高台 付 椀 NS 13.2 B. E, I 普 通 L 灰 白 60 カマド 2

4 高台 付 椀 NS 5.7 B, E, I 普 通 L 灰 白 30 

5 高台 付 椀 NS 4.9 B, E, I 普 通 R 灰 白 30 

6 高 台 付 椀 HS B, E, I 普 通 L にぶい黄橙 10 

7 高台 付 椀 HS 61 B,C 普 通 R 灰 白 30 

8 高台 付 椀 NS 6.4 B. E,I 普 通 L 灰 白 20 カマド 2

9 高台付椀 NS 6.7 B, E, I 普 通 L 灰 黄 10 カマド 3

10 高台付椀 NS 61 B, I 良 好 L 灰 白 5 
11 高台付大椀 NS 65 E, I 普 通 R 浅 黄 40 カマド 3

12 高台付椀 K 14.3 4.9 61 B 良 好 淡灰緑 80 北カマド前床直

13 高台付椀 K 13.7 3.6 5.8 良 好 淡 灰 80 

14 甕 B m a H 19.2 60 B,E 良 好 暗 橙 20 カマド 1

15 甕 A III c H 20.4 B,E,F 普 通 淡 橙 30 カマド 2

16 甕 B Ill a H 17.7 B,E,G 普 通 暗茶褐 10 カマド 3

17 甕 s B. I 良 好 灰 5 
18 長頸壷 K D 良 好 灰 褐 頸部のみ
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第111図 第46号住居跡 ・出土遺物 （1)
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第112図 第46号住居跡出土遺物 (2)
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第46号住居跡（第111 図•第112図）

E-7・ 8、F-8グリッドで確認した。周辺は、

掘立柱建物跡・土壊・小穴などの遺構が密集し、確認

に手間取った。

住居の形状は長方形であった。規模は、長辺5.03m• 

短辺3.85m・深さ0.35mであった。住居跡の中央やや

北寄りから長径0.6m・短径0.45m・深さ0.14mの士壊

を検出した。

主軸方位は、 N-102°-Eであった。

カマドは、東壁南寄りに検出した。左袖は、やや幅

広く地山を掘り残して造られ、右袖は、住居跡の壁を

そのまま利用していた。「片袖型」であった。左袖の

先端と焚き口部の右側には、補強材としての川原石が

疇されていた。焚き口部から燃焼部にかけては、円

形の浅い掘り込みがみられた。燃焼部から段をもって、

煙道部へと移行していた。煙道部は細長く 地山を掘 り

抜いていた。煙り出し部は、小穴により切られていた。

貯蔵穴は、カマド右側の南東隅で検出した。形状は、

円形で径0.87mで、深さは0.03mと非常に浅かった。

遺構の切り合い関係は、第201号土壊よりも古く、

第4号掘立柱建物跡よりも新しかった。

遺物は、カマド内から羽釜（20• 21)、須恵器の高

台付椀（ 9)、須恵器のbf(3)が出土した。また、

西壁の際から須恵器の高台付椀（10• 11)が出土した。

1は、土師器の杯Aである。2から8は、椀である。

6は須恵器 (NS)、8は黒色土器であり、他は、須

恵器 (HS)である。 9から12は、高台付椀である。

11 • 12は須恵器（NS)、他は、須恵器 (HS)であ

る。 1 • 6 • 7は底部、 8は口縁部が欠損している。

9 • 10は、口縁部に黒色の付着物が確認できる。 9は、
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油煙の痕跡と考えられる。

13は、灰釉陶器の高台付皿である。 14• 15は、灰釉

陶器の高台付椀である。 16は、緑釉陶器の椀である。

17は、中国産（定州窯）の白磁の椀である。 13から15

は底部のみ、 16• 17は口縁部破片である。

18から22は、羽釜である。 20は須恵器 (HS)、他

は、須恵器 (NS)である。 23は、須恵器（S)の大

甕の口縁部である。 18は胴部中位以下、 19から22は胴

部上位以下が欠損している。

24 • 25は、士錘である。

26は、平瓦である。

27は、砥因石である。 28は、凝灰岩の切石である。

以上、出士遺物・遺構の重複関係等から第46号竪穴

式住居跡を中堀珊期に位置付けたい。

第79表 第 46号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器寓 鍔 底径 胎

1 杯 A H 13.0 D,E 

2 椀 HS 10.2 2.8 4.3 B,E 

3 椀 HS 10.5 3.3 4.7 B, E 

4 椀 HS 11.7 3.7 6.2 B,E,G 

5 椀 HS 10.8 4.4 5.0 B, E,I 

6 椀 NS 10.9 4.0 5.2 B,H 

7 椀 HS 125 4.1 7.0 B, E,I 

8 椀 黒色 6.2 E,H 

， 高 台 付 椀 HS 11.0 4.8 4.9 B, E,I 

10 高 台 付 椀 HS 11.0 4.9 5.1 B,E,H 

11 高 台 付 椀 NS 11.0 4.5 5.9 B, E,I 

12 高 台 付 椀 NS 11.0 4.6 5.5 B,D,E 

13 高台付 J]]l K 6.7 F 

14 高 台 付 椀 K 7.9 B,D 

15 高台付椀 K 7.2 B,D 

16 緑釉椀 M B 

17 白磁椀 白磁

18 羽 B II a NS 17.9 2.6 B,E,H 

19 羽 A II a NS 22.1 2.3 B,E 

20 羽AI aロ HS 23.4 2.7 B,C,E 

21 羽 B II a NS 21.6 2.6 B,D,E 

22 羽 B II b NS 22.2 2.3 B, E,H,I 

23 大 甕 B 

第80表 第46号住居跡出土土錘観察表

土

第81表 第46号住居跡出士瓦観察表

::I :: I ：1ヒ：I届IJ凸り］：し1凹布面

側面

第47号住居跡（第113図•第114図）

E-8グリッドで確認した。カマドのみを当初確認

し、住居跡の存在を推定していたが、第4号掘立柱建

物跡の遺物が遺構確認面を覆っていたため、確認に手

間取った。

住居跡の形状は、長方形であった。規模は、長辺

4. 78m・短辺3.00m・深さ0.50mであった。カマド前

面には、長径0.65m・深さ0.15mの浅い掘り込みを検

出した。また南東隅から南壁にかけて、最大幅0.5m

の平坦面を検出した。

焼成 輛櫨 色 調 残存 出土位置その他

普 通 淡黄橙 30 貯蔵穴

良 好 R 橙 30 

良 好 L 橙 100 

普 通 L 灰 30 

普 通 R にぶい黄橙 80 

良 好 R 灰 白 25 

良 好 R 褐 灰 20 

良 好 R 
外ー白。

30 
内一黒

良 好 R にぶい橙 80 

良 好 L 黒 100 穿孔

良 好 R 灰 80 

良 好 R 灰 白 60 

良 好 淡 灰 20 貯蔵穴

良 好 淡 灰 10 

良 好 暗 灰 10 転用硯

良 好 淡 緑 5 

良 好 白 5 

良 好 灰 褐 20 

良 好 灰 褐 15 

良 好 明 褐 25 カマド

良 好 灰 20 カマド

良 好 灰 白 15 

番号 色 調 残存率長さ

24 橙 40 I 3.3 

25 浅黄橙 40

径

3.2 ］ 欠巳口竺：号
Vb I 139 

出土位置その他
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第113図 第47号住居跡・ 出士遺物 （1)
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第47号住居跡

1 暗掲色土焼壁、炭化物を多旦に含む粘性あり（土器

の多屈堆梢屑）

2 暗褐色土 焼土、焼壁、炭化物を多証に含む(!屈を包

むように堆積）

3 茶赤色土焼土を多旦に含み、炭化物、焼壁を少栞含む

粘性あり

4 茶色士 焼土粒子を微凪含む、粘性あり

5 黒色土炭化物屈

6 乳白色土粘土屈

7 茶色土粘性あり

8 黒色土炭化材主体粘性あり

9 謀色土 黙色砂粒を多磁に含む（旧表土）

10 こげ茶色土 焼土、炭化物を少拭含む粘性あり

I! 茶灰色土 うぐいす色の粘土塊を少紐含む粘性あり

訟黒色土炭化物を少墨含む粘性あり

闊褐色土焼土、炭化物を少批含む粘性あり

14 累掲色土炭化物を多屈に含む粘性あり

15 黒色土炭化物を多且に含む粘性あり

16 茶褐色土焼土、炭化物を少揖含む粘性あり

17 黒色土炭化物を多且に含む粘性あり

18 黒褐色土 焼土、炭化物を多磁に含む

19 茶褐色土 焼土、炭化物を多凪に含む

20 茶褐色土焼土、炭化物主体
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第114図 第47号住居跡出土遺物（ 2)
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゜
主軸方位は、 N-82° -Eであった。

カマドは、東壁のほぼ中央で検出した。袖•補強材

ともに検出できなかった。カマドの左壁は、段をもち、

幅約0.8mにわたって平坦面が造られていた。焚きロ

部の前面には、径0.29m・深さ0.12mの円形の浅い掘

り込みを検出した。燃焼部の形状は長方形で、底面の

掘り込みはみられなかった。煙道部へ向かって緩やか

な傾斜がみられ、細長い煙道部へは、段をもって移行

していた。煙道部は、1.5mのとこ ろで急に立ち上が

り煙り出し部となっていたため、地山を掘り抜いたと

考えられる。

不整形の掘り込みを、カマドの右側、南東隅付近で

検出した。貯蔵穴であろう。長径O.75mで、深さo.15 

mと浅かった。

遺構の切り合い関係は、第 4号掘立柱建物跡、第

198号士壊より古かった。

1から 6は、土師器である。

2 • 3は、杯Aである。

6は、皿である。

1は、坑ANである。

4は、暗文土器である。

4は、底部が欠損している。

7は、須恵器 (S)の椀である。

(S)の高台付椀である。

が欠損している。

8は底部、

10は、土師器の甕である。 11は、須恵器（S)

5. 

8 • 9は、須恵器

9は底部と高台

の長

頸壷である。 12• 13は、土錘である。 10• 11は、胴部

下位以下が欠損している。

以上、出土遺物•遺構の重複関係等から第47号竪穴

式住居跡を中堀III期に位置付けたい。

第48号住居跡（第115図•第116図•第117図•第

118図）

F・G-8・9グリッドで確認した。周辺は、小穴

などの遺構がやや密集していた。覆士上面の火山灰を

もとに、比較的容易に確認できた。

住居跡の形状は方形であった。規模は、長辺5.30m• 

短辺4.48m・深さ0.46mであった。

主軸方位は、 N-101°-Eであった。

北壁に幅0.4m、南壁の一部に幅O.55mの階段状の

平坦面を検出した。また床面に4基の上猥を検出した。

1号土城は、長径2.09m・短径l.3m ・深さ0.15mで形

状は、不整楕円形であった。 2号土壊は、楕円形で長

径1.47m・短径1.13m・深さ0.14mであった。

堀は、長径2.03m・短径1.55m・深さ0.15mの不整形

な形状で、上面に炭化物層を検出した。

円形で径l.Om・深さ0.36mであった。

3号土

4号士壊は、

カマドは、東壁のやや南寄りに検出した。左袖は、

地山を掘り残したままで、短く住居跡内に伸びていた。

右袖は、住居跡の壁をそのまま利用していた。「片袖

型」のため、 カマドを境に壁の形状が大きく崩れてい
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第82表 第47号住居跡出士遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 輛轄 色 調 残存 出土位置その他

1 坪 A w H 124 4.1 8.2 B,D,E 普 通 淡黄 白 70 

2 坪 A H 12.8 3.3 7.3 B,D,E 不 良 暗 栗 80 

3 坪 A H 128 3.1 7.0 B,D,E 良 好 淡 黄 橙 60 

4 坪（暗文） H 13.2 4.3 8.5 B,D,E,H 普 通 暗 橙 50 カマド

5 Jill H 150 29 12.8 B,D,E 普 通 暗 黄 橙 90 

6 皿 H 142 23 9.0 B,D,E,H 良 好 淡黄橙 60 

7 椀 s 11.7 34 6.1 B 良 好 灰 50 

8 高 台 付 椀 s 14.5 4.9 7.6 B,G 良 好 黄 灰 25 ， 高 台 付 椀 s 15.1 B 良 好 灰 30 

10 甕 B ill C H 21.0 B,E 良 好 橙 40 カマド

11 長頸壷 s 11.6 B,G 良 好 青 灰 70 カマド

第83表 第47号住居跡出土土錘観察表

番号 1 色 調 1 残存率 1 長さ 1 径 I穴径 I重さ(g)I型式 I欠損分類 I写真番号 出土位置その他

12 に ぶ い 黄 橙 75 

13 に ぶ い 橙 100 4.3 

1.9 

1.0 

0.4 

0.2 

1

2

 

c
c
 

9

5

 

1

3

 

ー b

a

 

I
I
I
 

140 

392 

た。左袖の先端、それに対応する焚き口部の右側は、

補強材として）1|原石を使用していた。焚き口部の前面

には、径0.47m・深さ0.38mの円形の掘り込みがあっ

た。焼土ブロックや焼土が多贔にみられた。燃焼部は、

奥に向かってやや低くなり、段をもって幅の広い煙道

部へ移行していた。カマドの周辺からは、構築材の川

原石がまとまって出土した。

貯蔵穴は、カマドの右側の南東隅で検出した。形状

は、隅丸方形で径O.79m・深さ0.21mであった。

遺構の切り合い関係は、古墳時代前期の第 1号溝よ

り新しく、第239号土城より古かった。

遺物は、カマド内から士師器の坑 (3 • 5) ・須恵

器の坑 (21) ・須恵器の高台付椀（33• 39) ・須恵器

の高脚高台付椀（48)が出土し、貯蔵穴から須恵器の

坊（23• 26) ・須恵器の高台付椀（41) ・羽釜 (69)

が出土した。そのほか住居跡の北東部から須恵器の杯

(15 • 22) ・須恵器の高台付椀 (31• 36) ・灰釉陶器

の椀（58) ・羽釜（68)が出土し、南壁の西寄りの壁

際から、須恵器の杯（17) ・須恵器の高台付椀 (32• 

45) ・凝灰岩の切石 (90)が出上した。

1から14は、土師器である。 1から11は、杯Bであ

る。 12から14は、高台付杯Bである。 12は高台、 13• 

14は底部と高台が欠損している。 10は、口縁部に黒色

の付着物が確認できる。煤の痕跡と考えられる。

15から31は、椀である。 15• 18 • 23 • 24 • 28 • 30 • 

31は、須恵器 (NS)である。ほかは、須恵器 (HS)

である。 32から46までは、高台付椀である。 34• 36 • 

37・42・43・44・46は、須恵器 (NS)である。ほか

は、須恵器（HS)である。 47から49は、高脚高台付

椀である。 47は、須恵器 (NS)である。ほかは、須

恵器 (HS)である。 25• 29 • 40 • 42 • 44は底部、 33

は高台、 48• 49は口縁部が欠損している。 25は口縁部

に、 29• 31は内面口縁部に、 45は内面体部に黒色の付

着物が確認できる。油煙の痕跡と考えられる。

50は、黒色土器の高台付椀である。 51から55は、灰

釉陶器の高台付椀である。 56から60は、緑釉陶器の高

台付椀である。 50• 51は底部、 52• 53 • 55 • 57 • 58は

口縁部と底部、54は口縁部、56は底部と高台が欠損し

ている。 59• 60は、体部破片である。

61は、土師器の小形の甕である。 62から66は、士師

器の甕である。 67から69は、須恵器 (HS)の羽釜で

ある。 70は、須恵器（HS)の甑である。 71• 72須恵

器 (HS)の甕である。 73は、須恵器 (NS)の甕で

ある。 74は、広口長頸壷である。 62は胴部下位以下、
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第115図 第48号住居跡
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1 黒褐色土 B軽石を多位に含む

2 果色土焼土粒子を多屈に含み、炭化物を

少茄含む土器片多坦

：J こげ茶色土 炭化物を多且に含む粘性あ

り

4 黒色土炭化物屈

5 暗出色土 焼土を多足に含む（炭化物屈）

6 赤褐色土 焼土、炭化物を多塁に含む

7 赤褐色土 焼土プロック主体（天井部崩落

土）

8 暗掲色土焼土、炭化物を多屈に含む

9 暗赤掛色土 焼土粒子、焼土プロックを多

紐に含む 粘性あり

10 黒色土炭化物を少屎含む

11 褐色土 白色粒子を少屈含む

12 故掲色土 白色粒子を少凪含む粘士屑
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第116図 第48号住居跡出土遺物（ 1)
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第117図 第48号住居跡出土遺物 （2)
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第118図 第48号住居跡出土遺物（ 3)
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第 84表 第48号住居跡出土遺物観察表（1)

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 轍輔 色 調 残存 出土位置その他

1 坪 B H 10.0 3.7 5.0 B,E,H 普 通 淡 橙 80 カマド

2 坪 B H 10.0 3.7 3.8 B,E,H 普 通 黄 橙 50 

3 坪 B H 11.4 3.9 38 B,E.H 不 良 暗 橙 50 カマ ド砂

4 杯 B H 11.6 43 4.2 B,E,H 普 通 淡黄橙 50 砂

5 杯 B H 11.5 4.6 39 B,D,E,H 普 通 橙 90 カマ ド砂

6 杯 B H 12.2 4.4 3.7 B,D,E 普 通 淡黄橙 30 

7 坪 B H 11.5 4.2 4.2 A, B, E 普 通 暗 黄褐 50 S K 2 

8 坪 B H 11.3 4.0 4.1 B,D,E 普 通 にぶい褐 70 上層黒色土層， 身 B H 11.1 4.2 4.0 B,D,E 普 通 淡黄 土 40 SK3 

10 坪 B H 11.5 4.1 4.3 B, E, I 普 通 淡 黄橙 100 

11 坪 B H 10.8 4.1 5.0 B,D,E 良 好 橙 40 上層黒色士層砂

12 高台付坪 B H 12.7 B,E 普 通 淡 橙 30 砂

13 高台付坪 B H 13.9 B,D,E 不 良 淡 黄褐 20 SK 1 

14 坪 B H 13.7 B,D,E,H 不 良 橙 30 SK3 

15 椀 NS 9.9 3.1 56 E,G 普 通
灰白 （内外

80 
一部ー灰）

16 椀 HS 107 3.6 5.1 E 普 通 に ぶ い橙 60 SK 

17 椀 HS 111 3.4 54 B, I 良 好 黄 灰 75 

18 椀 NS 10.9 3.3 5.5 B, E, I 普 通 灰 黄 40 

19 椀 HS 109 38 45 B, E, I 普 通 にぶい黄橙 30 

20 椀 HS 107 36 50 E, I 普 通 に ぶ い橙 50 

21 椀 HS 11.3 3.7 4.2 B, E, I 普 通 橙 100 カマド

22 椀 HS 118 36 54 B,E 良 好 にぶい黄橙 60 

23 椀 NS 11.6 39 58 B,E 普 通 黄 灰 80 
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第85表 第48号住居跡出土遺物観察表 （2)

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 ± 焼成 輛轄 色 調 残存 出土位置その他

24 椀 NS 11.0 4.1 6.2 B,E 良 好 灰 黄 70 

25 椀 HS 10.7 4.1 5.1 B, E, I 良 好 にぶい黄橙 20 

26 椀 HS 11.4 4.3 5.1 B, E, I 良 好 にぶい黄橙 100 

27 椀 HS 11.8 4.1 5.3 B, E, I 良 好 にぶい黄橙 50 

28 椀 NS 11.4 4.1 5.4 B,E 良 好 灰 白 70 貯穴

29 椀 HS 115 3.9 5.2 B,E 良 好 黄 灰 30 

30 椀 NS 11.5 4.0 4.7 B,E 良 好 灰 白 50 

31 椀 NS 12.0 5.0 5.0 B,E 普 通 灰 黄 90 

32 高台付椀 HS 10.9 4.5 5.6 B, E, I 普 通 褐 灰 100 

33 高台付椀 HS 11.3 B, E, I 良 好 にぶい橙 95 カマド

34 高台付椀 NS 11.4 4.9 6.0 B,E 普 通 灰 黄 80 

35 高台付椀 HS 113 4.6 6.0 B,C,E,H,K 良 好 淡 橙 40 カマド

36 高台付椀 NS 11.6 5.0 5.3 B,E,H 良 好 灰 白 80 

37 高台付椀 NS 11.5 4.7 5.9 B,E 良 好 黄 灰 80 上層黒土

38 高台付椀 HS 108 4.7 4.8 B,E 普 通 にぶい橙 80 上層黒土

39 高台付椀 HS 118 4.5 5.4 B, E, I 普 通 にぶい橙 70 カマド

40 高台付椀 NS 12.3 4.7 6.3 B,E 良 好 黄 灰 30 上層黒土

41 高台付椀 HS 137 5.3 6.5 B 普 通 灰 白 60 

42 高台付椀 NS 136 4.7 68 B, I 普 通 灰 白 30 

43 高台付椀 NS 13.5 B,E 普 通 灰 白 25 上層

44 高台付椀 NS 12.3 4.4 5.9 B,E 良 好 灰 20 カマド

45 高台付椀 HS 124 4.5 6.2 E 普 通 灰黄褐 80 

46 高台付椀 NS 133 57 5.2 B, E, I 良 好 灰 50 

47 
高脚高 台

NS 13.5 6.2 7.5 B,E,H 良 好 黒 70 
付 椀

48 
高脚高 台

HS 6.9 B, I 普 通 にぶい橙 30 カマド
付椀

49 
高脚高 台

HS 7.5 B,D,E,H 良 好 浅黄橙 60 
付椀

50 高台付 椀 黒色 14.1 50 7.8 B,G 良 好 にぶい橙 40 

51 高台付 椀 K 12.8 34 7.8 B 良 好 淡 灰 20 カマド

52 商台付 椀 K 9.7 D 良 好 灰 10 

53 高台付 椀 K 9.2 B,D 良 好 灰 20 

54 高台付 椀 K 6.7 B 良 好 く す んだ 20 

55 高台付 椀 K 7.3 B,D 良 好 暗 灰 20 上層黒土

56 高台付 椀 M 12.6 B 

57 高台付 椀 M 7.9 B 

58 高台付 椀 M 6.3 B 

59 高台付 椀 M B 

60 高台付椀 M B 

61 小 形甕 68 46 4.0 B,E 不 良 暗 栗 30 上層黒色土層

62 甕 A IV C 21.0 B,E 良 好 橙 15 SK 1 

63 甕 A IV b 22.8 B,E,H 良 好 橙 10 上層黒土

64 甕 A 皿 c H 22.0 B,C,E 良 好 浅黄橙 15 上層黒土

65 台付甕 12.1 B,E,H 良 好 にぶい橙 15 上層黒土

66 台付甕 11.9 B,E 良 好 橙 15 

67 羽AII aロ HS 21.0 2.9 B,C,E 良 好 淡 橙 20 SK 1 

68 羽AII bロ HS 20.2 2.3 B,E,G 良 好 浅黄橙 20 

69 甑 B ll HS 20.4 3.2 B,E,H,K 良 好 橙 20 

70 甑 B II HS 31.1 4.9 B,E,G,H 良 好 淡赤褐 15 貯蔵穴

71 ロクロ甕 HS 18.1 B,C,E 良 好 浅黄橙 15 

72 ロクロ甕 HS 17.5 B,D,H 良 好 淡 橙 15 上層黒土

73 甕 NS B 良 好 灰 5 上層黒土

74 広口長頸壷 K 15.8 B 良 好 灰 白 10 
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第86表 第48号住居跡出土土錘観察表

番号 色 調 残存率 長さ 径 穴径 重さ(g)

75 浅 黄 橙 80 1.9 0.5 

76 に ぶ い 黄 橙 70 60 17 0.5 

77 浅 黄 橙 90 1.6 0.4 

78 褐 灰 90 1.8 0.4 

79 浅 黄 橙 100 51 18 0.4 

80 浅 黄 橙 100 45 18 0.4 

81 に ぶ い 黄 橙 100 4.5 1.8 0.5 

82 浅 黄 橙 60 1.7 0.6 

83 浅 黄 橙 100 48 17 0.6 

84 橙 100 39 1.6 0.4 

85 褐 灰 70 1.4 0.3 

86 に ぶ い 灰 黄 90 30 30 0.4 

87 浅 黄 橙 30 13 0.5 

88 に ぶ い橙 80 1.1 0.2 

89 褐 灰 100 29 1.1 0.4 

63から68• 71 • 72は胴部上位以下、 69• 70は胴部中位

以下が欠損している。 73• 74は、口縁部のみである。

75から89は、土錘である。

90は、凝灰岩である。

91から95は、鉄製品である。 91• 92 • 93は釘、 94• 

95は、棒状鉄製品である。

以上、出土遺物・遺構の重複関係等から第48号竪穴

式住居跡を中堀珊期に位置付けたい。

49号住居跡（第119図）

F・G-9グリッドで確認した。周辺は、土壊や小

穴など遺構が密集し、確認に手間取った。

住居跡の形状は、長方形であった。 規模は、長辺

4.36m・短辺3.63m・深さ0.14mであった。

主軸方位は、 N-84°-Eであった。

カマドは、南壁で検出した。南壁にカマドを構築し

たのは、本住居跡と第225号住居跡の二軒のみであっ

た。両袖は、検出されず、わずかに浅く楕円形に掘り

込んだ燃焼部を検出した。燃焼部の位置から袖は、造

り付けで、住居跡内に伸び、燃焼部全体が住居跡内に

造られていたと推定した。

遺構の切り合い関係は、第236• 237より古かった。

遺物は、カ マド内から士師器の甕 （11• 12)、カマ

ド脇から須恵器の高台付皿 （5)、南西隅から士師器

13.3 

11.6 

137 

14.0 

11.7 

136 

10.7 

83 

93 

77 

5.5 

4.1 

37 

25 

2.8 

型式 欠損分類 写真番号 出土位置その他

C 1 I b 141 

C 1 I b 142 

C 1 I a 143 

C 1 II a 144 

C 1 I a 145 

C 1 I a 146 

C 1 I a 147 

C 1 W a 148 

C 1 I C 149 

C 1 I a 150 

C 2 JI a 393 

C 2 II b 394 

C 2 珊 395 

C 2 II b 396 

C 2 I a 397 

の杯（ 1• 2)が出士した。

1から4は、上師器である。 1• 2は、杯ANであ

る。 3は、坑A]Iである。 4は、皿である。 2• 3は、

底部が欠損している。

5は、須恵器（HS)の高台付皿である。 6は、黒

色土器の椀である。

7から9は、灰釉陶器陶器である。 7は高台付椀、

8 • 9は、段皿である。 10は、緑釉陶器の高台付椀で

ある。 7から10は、口縁部と底部が欠損している。

11 • 12は、土師器の甕である。 13は、須恵器（S)

の甕である。 11• 13は胴部上位以下、 12は胴部中位以

上が欠損している。

14は、土錘である。 15は、棒状鉄製品である。

以上、出土遺物 ・遺構の重複関係等から第49号竪穴

式住居跡を中堀N期に位置付けたい。

第50号住居跡（第120図）

G-9グリッドで確認した。周辺は、上壊や小穴が

あったが、比較的疎らであった。

住居跡の形状は、長方形であった。規模は、長辺

3.94m・短辺2.74m・深さ0.08mであった。

主軸方位は、 N-83°-Eであった。

カマドは、第51号住居跡が破壊した可能性もあった

が、元来、カマドを付設しなかった住居跡と推定した。
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第119図 第49号住居跡 ・出土遺物
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第49号住居跡

1 暗褐色土 焼土、炭化粒子を多紐に含み、礫を少凪含む

粘性あり

2 黄掲色士焼土プロック、炭化物を多屈に含み、小礫を
0 50cm 

少呈含む粘性あり 1 1 0 2cm 
l l 

第 87表 第49号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 輛輯 色 調 残存 出土位置その他

1 坪 A w H 11.8 3.2 8.6 B,D,E 5曰lt一• 通 淡 橙 100 

2 坪 A w H 12.2 29 8.9 B,D,E 良 好 淡 橙 30 

3 坪 A II H 14.0 2.9 9.5 B,D,E 不 良 淡 橙 80 

4 皿 H 11.7 19 82 B,E 普 通 淡 橙 20 

5 高台付Jill HS 125 35 5.9 B,E,H 良 好
外ー赤褐。

60 
内一黒褐

6 椀 黒色 136 4.5 58 B,C 良 好 浅 黄橙 25 

7 高台付椀 K 7.0 B,D 良 好 暗 灰 20 

8 段 皿 K 74 B 良 好 灰 20 ， 段 皿 K B 良 好 灰 15 

10 高台 付 椀 M 7.2 B.H 良 好 l‘火火 緑 10 

11 甕 B II イ H 19.8 B,C,E 良 好 浅 黄橙 40 

12 甕 底部 H 39 B,C,E,H 良 好 橙 80 

13 羽ゃ6 s 24.0 B,G 良 好 暗 青 灰 15 
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第120図 第50号住居跡 ・出土遺物
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遺構の切り合い関係は、第51号住居跡より古かった。

1は、灰釉陶器の高台付椀である。 1は、口縁部と

底部が欠損している。

以上、出土遺物 • 遺構の重複関係等から第50号竪穴

式住居跡を中堀III期に位置付けたい。

第51号住居跡 （第121図）

G-9 • 10グリッドで確認した。周辺は、土壊や小

穴がみられるが、比較的疎らであった。

住居跡の形状は、長方形であった。規模

は、長辺3.48m・短辺2.63m・深さ0.19m

であった。

主軸方位は、 N-8l°-Eであった。

カマドは、東壁の南寄り に検出した。左

右の袖は、住居跡内に張り出すように地山

を掘り残して造られていた。両袖の先端に

は、補強材の川原石が使用されていた。幅

の狭い燃焼部は、惰円形に浅く掘り込まれ、

小穴が、燃焼部奥から煙道部を破壊してい

て不明であった。燃焼部の中央から川原石

を使用した支脚を検出した。この支脚の上

からは、須恵器の高台付椀（4)が、伏せ

られた状態で出土した。

カマド右脇の南東隅に径0.3mの小穴状

の掘り込みを検出した。貯蔵穴としては、

規模が小さい。

遺構の切り合い関係は、第50号住居跡よ

り新しかった。

遺物は、カマド内からは、須恵器の杯(1)・

須恵器の高台付椀（ 5)、カマド前面から

は、灰釉陶器の高台付皿（8)が出土した。

1 • 2は、須恵器（HS)の椀である。 3から 7は、

須恵器 (HS)の高台付椀である。 1• 2は、底部が

欠損している。 5は、内面体部から底部にかけて黒色

の付着物が確認できる。油煙の痕跡と考えられる。

8は、灰釉陶器の高台付皿である。 9は、緑釉陶器

の高台付椀である。 9は、体部破片である。

10は、須恵器 (NS)の羽釜である。 11は、須恵器

(HS)の高脚高台付大形鉢である。 10は、胴部下位

第88表 第49号住居跡出土土錘観察表

番号 色 調 残存率 長さ 径 穴径重さ(g) 型式 欠損分類 写真番号 出土位置その他

14 褐 灰 80 09 03 22 C 2 I a 398 

第89表 第50号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径器高 鍔 底径 胎 土 焼成 鞘轄 色 調 残存 出土位置その他

1 高台付椀 K 107 D 良 好 黄灰 白 30 
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